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No．793

掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが
中止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか問い合わせてください。（掲載の情報は12月8日現在です。）

地
域
で
見
守
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
!!



議　

長　

向
江
英
雄

泉
佐
野
市
長

　
　

千
代
松
大
耕

泉
佐
野
市
議
会

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

あ
け
ま
し
ておめ

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
議
長　

大
庭
聖
一

迎 春迎 春

新型コロナウイルス感染症の拡大防止にご協力をお願いします
　年末年始の時期は、人の移動が集中し「密」になりがちです。人の移動に伴い、新型コ
ロナウイルス感染症が拡大することのないよう、多人数や長時間におよぶ飲食やマスクな
しでの会話など、感染リスクが高い行動を避けていただき、クラスター連鎖を抑えて、感
染症拡大防止にご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス関連情報は、市のホームページからご覧いただけます。
http://www.city.izumisano.lg.jp/corona/
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平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
お
よ
び
住
民
の
自
発
的
な
防
災
活
動

の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

毎
年
１
月
17
日
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、
１
月
15
日
〜
21
日
が
「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
行
政
の
対
応
能

力
を
上
回
る
多
大
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
だ

け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
性
の
原

則
に
基
づ
く
の
と
異
な
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
（
活
動
）
を
も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い
る

人
に
、
必
要
な
時
に
提
供
す
る
と
い
う
大
き

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
家
庭
の
防
災
対
策
は
十
分
な
の
か
、
改
め

て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）

　　　　　　　　　　　　問合先　自治振興課
　　　　　　　　　　　　ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/jichi/menu/bou/）

　地域の絆づくり登録制度とは、障害や高齢などで災害時に
自力で避難するのが困難な人にあらかじめ名簿登録をしてい
ただき、協定の締結をした自主防災組織などの地域の支援団
体に提供することにより、災害時の避難支援活動や安否確認、
また平常時の見守りなどに役立てる制度です。

　対象となる人には、登録用紙などを
送付していますので必ず登録の有無
を回答してください。
　また、登録用紙などが届いていない
人でも、災害時に支援を要する人は登録することができますので問い合わせ
てください。
問合先　自治振興課危機管理室、地域共生推進課

災害ボランティア災害ボランティア事前登録事業事前登録事業
　泉佐野市社会福祉協議会では、下記のよう
な場合に、協力依頼（案内）をさせていただく、
「災害ボランティア事前登録者」を随時募集
しています。
●市内の被災者が少数で災害ボランティアセ
ンター（以下、災害ＶＣ）を開設せずに被災
者支援を行う場合
●近隣市町村の災害ＶＣへボランティアバス
（ワゴン）を運行する場合
●泉佐野市社会福祉協議会が災害ＶＣを開設
するに当たり、センター運営への人的支援が
必要な場合
●上記を想定した訓練を行う場合

▲災害ボランティア活動の様子

　
　

１
月
17
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１
月
15
日
〜
21
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す　
　

　　　　　　　　地域の絆づくり登録制度
「避難行動要支援者登録制度」をご存知ですか？
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年
の
大
阪
・
関
西
万
博
と
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま

す
が
、
本
市
で
は
聖
火
リ
レ
ー
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
西　

生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
対
し
て

ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

国
の
基
準
に
基
づ
い
た
生
活
保
護
の
支
援
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
生
活
困
窮
者
の
人
た
ち
に
も
自
立
し

て
働
け
る
よ
う
な
支
援
策
、
そ
し
て
社
会
に
順
応
で

き
る
よ
う
な
支
援
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

左
近　

若
者
が
就
職
活
動
で
東
京
・
都
市
部
に
行
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
本
市
が
若
者
離
れ
し
な
い
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
暮
ら
し
や
す
く
活
動
し

や
す
い
「
丸
い
社
会
」
が
理
想
だ
が
、
本
市
で
一
生

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
組
は
あ
る
の
か
。

市
長　

若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

不
妊
・
不
育
治
療
へ
の
助
成
、
現
在
は
幼
稚
園
、
こ

ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
無
料
化
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
住
宅
助
成
制
度
を
設
け

て
本
市
へ
の
定
住
を
促
進
し
て
い
る
ほ
か
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
雇
用
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

谷　

本
市
に
は
様
々
な
施
設
が
充
実
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

市
長　

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
に
は
地
域
の
中
核
病
院
で

あ
る
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
学
校
教
育
施
設
の
充
実
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
各
小
中
学
校
の

体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
り
、
学
校
プ
ー
ル

に
浄
化
槽
を
付
け
て
災
害
時
に
飲
料
水
と
し
て
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

村
井　

３
年
前
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
参
加
し
た
が
、
そ
の
時
に
優
勝
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

問合先　青少年課（☎469-1106）

　1月11日の「成人の日」には
約1,200人の若者が新しく大人
の仲間入りをします。成人の日
に先立ち、昨年11月2日に「市
長と語る新成人のつどい」を開
催しました。本道教育部長の進
行のもと、新成人たちが市政に
ついて質問や提言などを、身近
な話を交えながら、千代松市長、
奥教育長と熱心に語り合いまし
た。その一部を紹介します。

（敬称略・順不同）

　

あ
な
た
が
も
し
市
長
だ
っ
た
ら
、

ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
？

村
井　

高
校
の
英
語
の
教
員
志
望
な
の
で
、
英
語
教

育
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
ふ
と
ん
太
鼓
や

だ
ん
じ
り
祭
り
な
ど
の
地
域
の
伝
統
行
事
を
し
っ
か

り
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

田
中　

関
空
が
近
い
と
い
う
利
点
を
生
か
し
て
、

様
々
な
国
の
人
々
を
呼
べ
る
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
し
て
み
た
い
。

小
西　

関
空
に
近
い
地
の
利
を
生
か
し
て
、
観
光
資

源
を
積
極
的
に
開
発
し
た
い
。
高
齢
者
福
祉
や
地
域

医
療
の
充
実
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
て
み
た
い
。

左
近　

相
対
的
貧
困
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
子
ど
も
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、若
者
世
帯
・

高
齢
者
・
子
ど
も
が
住
み
や
す
い
と
と
も
に
、
若
者

世
帯
が
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

谷　

本
市
に
は
関
空
が
あ
る
の
で
、
航
空
会
社
と
手

を
結
び
、
海
外
や
日
本
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
政
策
を
や
っ
て
み
た
い
。

泉
佐
野
市
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

田
中　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
の
人
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

関
空
や
市
内
の
宿
泊
施
設
が
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た

が
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
、
技
能
実
習
生
の
滞
在
な

ど
も
含
め
て
少
し
ず
つ
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
、
２
０
２
５

田中　亮 村井 昴輝小西 杏奈谷　直道 左近　葵

特集

市長と語る新成人のつどい市長と語る新成人のつどい
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教育長の言葉
　今回は、コロナ禍のため5人の
参加となりました。しかし、みな
さんのご意見、本市への提言もい
ただき、大変心強く、頼もしく感
じました。また、市長の人柄にも
ふれていただき、困難に立ち向か
い、市民のために貢献されていく
姿勢も感じていただけたかと思い
ます。このつどいを機に、泉佐野
市にますます関心を持ち、誇りを
いだいて、将来に向かって羽ばたいていかれることを
願っています。本日は、ありがとうございました。

20歳を迎えるみなさんへ
問合先　国保年金課

  誰もがいつかは年をとり、退職などにより収入がなくなったり、
減ったりします。そんな時、老後の生活を支えてくれるのが年金で
す。また、年金は老後のためだけではなく、ケガや病気で身体に障
害が残るような状態になった場合や、加入者が亡くなり、遺族（妻・
子）が残されたときにも、生活を支えてくれます。会社などに勤務
し、厚生年金保険や共済組合に加入している人以外は、20歳になれ
ば国民年金に加入することになりますので、国保年金課で加入手続
きをしてください。 経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合
は「申請免除」や「納付猶予」、学生のみなさんには「学生納付特例」
という制度もありますので相談してください。

でも放送されます
　「新成人のつどい」のようすは、1月
前半に行政情報番組「さのテレ！」で
も放送されますので、ぜひご覧くださ
い。（放送日時は裏表紙を参照）
問合先　自治振興課
※さのテレ！ホームページ（http://
www.city.izumisano.
lg.jp/sanotele/） か ら
もご覧いただけます。

QRコード▶

 特集　市長と語る新成人のつどい     特集　市長と語る新成人のつどい    

市長の言葉
　新成人とのつどいは、毎
回鋭い質問があり、私にと
りまして緊張する時間です。
しかし若い人たちの意見を
じっくり聞くこともできる
機会なので、有意義な時間
でもあります。今年の新成
人からは「パイロット」「学
校の先生」「丸い社会づくり」
など将来に対する夢を語っ
ていただきました。これからその夢に向かって
しっかりと歩みを進めてもらいたいと願います。

奥 真弥　教育長 千代松 大耕 市長

ク
ト
な
ど
を
政
策
に
反
映

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
か
ら
小
・
中

学
校
の
学
習
指
導
要
領
が

改
定
さ
れ
た
が
、
学
校
の

現
状
は
ど
う
か
。

市
長　

優
勝
し
た
政
策
提

案
は
「
ご
当
地
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
づ
く
り
」
で
、
実

用
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
様
々
な

面
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

「
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
」
に

シ
フ
ト
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
実
現
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

英
語
が
５
・
６
年
生
で
教
科
化
さ
れ
た
学

習
指
導
要
領
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
月
2
日
か
ら

全
国
一
斉
休
校
し
た
た
め
、
始
ま
っ
た
の
は
６
月
中

旬
か
ら
で
す
。
実
施
に
向
け
て
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
、
最
新
技

術
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
１
人
１
台

の
端
末
を
持
っ
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
、
対

話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
？

小
西　

若
者
も
住
み
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
医

療
費
だ
け
で
な
く
様
々
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
長　

若
い
世
代
へ
の
支
援
策
と
し
て
代
表
的
な

も
の
に
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。奨
学
金
は
高
校
、

大
学
、専
門
学
校
な
ど
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
新
た
に
、
高
校
の
入
学
準
備
金
と
し
て

１
人
10
万
円
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
学

び
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

左
近　

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
中
で
あ
る
と
聞
い
た
が
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
若
者
が
本
市
に
来
た
く

な
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

関
空
が
開
港
し
て
26
年
が
経
ち
ま
し
た
。
関

空
の
対
岸
エ
リ
ア
の
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
で
は
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
の
増
築
が
あ
り
、
さ
ら
に
賑
わ
い
が
出
て

き
ま
し
た
。ま
た
関
空
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
、ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
も
選
定
さ
れ
、
次

世
代
を
担
う
ア
ス
リ
ー
ト
の
練
習
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
に
若
者
が
集
う
ま
ち
づ
く
り
に
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

谷　

日
本
の
文
化
や
大
阪
の
文
化
を
取
り
入
れ
た
大

き
な
自
然
公
園
で
、
外
国
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
市
民
の
健
康
増
進
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
市
に

近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

上
之
郷
に
は
自
然
が
豊
か
な
泉
佐
野
丘
陵
緑

地
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、そ
の
周
辺
を
整
備
し
て
、

よ
り
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
井　

今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
収
入
を
増
や

す
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

最
高
裁
判
所
で
の
勝
訴
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
に
復
帰
し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
内
で
新
し
い
地

場
産
品
を
つ
く
る
事
業
を
始
め
る
企
業
に
対
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
補
助
金
制
度
も
新
た
に
創

設
し
ま
し
た
。
新
し
い
地
場
産
品
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

田
中　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
も
あ
る
が
、
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
来
る
よ

う
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
ま
り
な
い
の
で
作
っ
て
ほ

し
い
。

市
長　

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
て
、
調
査
な
ど

を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
施
設
の
誘
致
も
こ
れ
か
ら
計

画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■「関西エアポート公式
デジタルカレンダー 2021」配信中！

　関西国際空港を含む関西3空港の風景を撮影した「関西
エアポート公式デジタルカレンダー 2021」の無料配信
を行っています。ホームページからダウンロードのうえ、
お手持ちのパソコンやスマートフォンのデスクトップや
壁紙としてお使いいただけます。
　新型コロナウイルスの影響で、世界を自由に旅するこ
とが困難な状況ですが、いつも空港や航空機の美しい情
景に触れていただき、空に想いを馳せていただきたいと
いう願いをこめて制作しました。月ごとに変わる空港や
航空機の様子をぜひお楽しみください。

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1
郷
土
の
宝 
文
化
財
を
守
ろ
う

第
67
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

昭
和
24
年
1
月
26
日
法
隆
寺
金
堂

の
火
災
で
、
国
宝
の
壁
画
が
焼
失
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
25
年
文
化

財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
30
年

か
ら
毎
年
1
月
26
日
を
文
化
財
防
火

デ
ー
と
定
め
、
防
火
啓
発
の
取
組
が

全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
も
、
大
切
な
郷
土
の

文
化
財
を
守
る
た
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
防
火
診
断
を
実
施
し
、
将
来
に

継
承
す
べ
き
貴
重
な
文
化
財
の
火
災

予
防
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
先　

泉
州
南
消
防
組
合 

泉
佐

野
消
防
署
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９

Fax
４
６
９
・
０
０
５
０
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

▲ＱＲコード

多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

泉
州
南
消
防
組
合
で
は
、
日
本
語

で
の
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
外
国
人

居
住
者
や
観
光
客
な
ど
に
対
す
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
多
言
語
通

訳
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
１
１
９
」
番

で
日
本
語
が

話
せ
な
い
外

国
人
か
ら
の

通
報
を
受
信

し
た
際
、
消

防
指
令
セ
ン

タ
ー
と
通
報

者
が
電
話
通

訳
セ
ン
タ
ー

を
介
し
て
３

者
間
通
話
に

よ
り
会
話
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
現
場
や
救
急
現
場
な

ど
で
消
防
隊
員
が
外
国
人
と
会
話
を

す
る
際
に
は
、
電
話
通
訳
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
い
ず

れ
の
場
合
も
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
な
ど
19
言
語
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
、

日
本
語
を
話
せ
な
い
人
と
も
ス
ム
ー

ズ
な
意
思
疎
通
が
可
能
と
な
り
、
今

ま
で
以
上
に
迅
速
・
丁
寧
な
対
応
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
防
部 

指
揮
司
令
課
（
☎
４
６
９
・

０
１
１
９ 

Fax
４
６
４
・
１
９
９
０
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止 

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

停
止
期
間　

１
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分
〜
終
日

停
止
内
容　

戸
籍
全
部
事
項
、
個
人

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

問
合
先　

市
民
課

令
和
3    
年
度 

市
内
業
者

入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
の
受
付

〜
市
の
業
務
の
受
注
を
希
望
す
る

業
者
の
み
な
さ
ん
へ
〜

　　

市
役
所
、
上
下
水
道
局
、
泉
佐
野

市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
、
泉
州
南

消
防
組
合
共
通
の
入
札
参
加
資
格
登

録
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
す
る
業
務 

建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
物

品
供
給
等
、
役
務
提
供
等
（
清
掃
・

警
備
、
そ
の
他
の
委
託
業
務
等
）

登
録
の
有
効
期
間
（
1
年
間
有
効
）

4
月
1
日
〜
来
年
3
月
31
日

申
請
書
な
ど
の
入
手
方
法 

●
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札

・
契
約
情
報
」（http://w

w
w
.cit

y.izum
isano.lg.jp/kakuka/so

m
u/som

u/m
enu/nyusatuke

iyaku/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
「
入
札
・
契
約
情
報
」
発
注
予
定

や
入
札
結
果
な
ど
、
重
要
な
お
知
ら

せ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
１
月
4
日
㈪
〜
2
月
15
日
㈪（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
総
務
課
で

無
料
配
付

申
請
・
問
合
先
（
毎
年
申
請
が
必
要
）

市
内
業
者
…
本
市
に
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
本
市
に
住
所
を
有

す
る
（
印
鑑
証
明
書
の
住
所
が
本

市
）
個
人

2
月
1
日
㈪
〜
15
日
㈪
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
除
く
）
に
封
筒
な
ど
の
表

面
に
「
入
札
参
加
資
格
登
録
審
査
申

請
書
在
中
」と
明
記
の
う
え
送
付（
申

請
期
間
中
の
消
印
な
ど
有
効
）
で

〒
５
９
８
・
８
５
５
０ 

泉
佐
野
市
役

所 

総
務
課 

契
約
検
査
係
へ

※
市
外
業
者
の
受
付
は
1
月
15
日
㈮

ま
で
。
詳
し
く
は
、
広
報
い
ず
み
さ

の
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

小
・
中
学
校
入
学
説
明
会

【
小
学
校
入
学
説
明
会
】

時
間　

午
後
2
時
〜

場
所　

就
学
予
定
の
小
学
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象　

市
内
の
小
学
校
に
入
学
予
定

の
幼
児
お
よ
び
園
児
の
保
護
者
（
密

を
避
け
る
た
め
、
各
家
庭
1
人
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
今
年
度
の
小
学
校
体
験
入
学
は
中

止
し
ま
す
。

業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
機

業
務
用
エ
ア
コ
ン
を

お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
お
い
て
、
業
務

用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や
業
務
用
エ
ア
コ

ン
の
使
用
者
は
、
3
ヵ
月
に
１
回
以

上
の
頻
度
で
目
視
点
検
（
簡
易
点

検
）、
大
型
機
器
は
専
門
業
者
に
よ

る
点
検
（
定
期
点
検
）
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

府 

産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
７
０
）

市公園墓地 合葬式墓地 使用者募集
　ひとつの大きなお墓に5千体までの遺骨を一緒に埋蔵する墓地で、市が管理を行います。個人で管理する必
要がないことから、お墓の承継の心配がありません。満65歳以上の人は生前予約も可能です。
使用料　1体10万円
※希望者のみ、記名板使用料1枚5万円
　泉佐野市公園墓地の区画墓地を使用している人が区画墓地を返還して合葬式墓地を利用する場合は、1/2の
金額です。
申込資格　
①泉佐野市に住所または本籍を有し、埋蔵する親族の遺骨を持っている人（改葬を含む）
②死亡当時、泉佐野市に住所または本籍を有していた親族の遺骨を埋蔵する（改葬を含む）
③泉佐野市に住所または本籍を有する満65歳以上で、死後に自らの
遺骨を埋蔵する
④泉佐野市公園墓地（区画墓地）を使用している人で、区画墓地を返
還して合葬式墓地を使用する
※詳しくは「使用申込のしおり」で確認してください。
申込・問合先　2月8日㈪～19日㈮（土・日曜日、祝日除く）に「泉
佐野市公園墓地（合葬式墓地）使用申込のしおり」を入手し、所定の
用紙に必要事項を記入・押印のうえ、必要書類を添えて環境衛生課へ
※しおりは環境衛生課にあります。しおりはホームページ（http://
www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seikatsu/kankyo/menu/
bochi/bosyu_2html）からダウンロードもできます。

開
催
日

小
学
校

電
話
番
号

２
月
3
日
㈬

第　

一
４
６
３
・
１
３
３
１

第　

二
４
６
２
・
７
７
１
６

第　

三
４
６
２
・
０
５
６
０

日　

新
４
６
３
・
２
２
８
１

北　

中
４
６
２
・
０
８
７
０

長　

坂
４
６
２
・
８
６
６
１

日
根
野
４
６
８
・
０
７
８
９

大　

木
４
５
９
・
７
３
４
４

上
之
郷
４
６
７
・
０
１
６
９

長　

南
４
６
６
・
０
８
２
１

末　

広
４
６
６
・
１
０
２
１

佐
野
台
４
６
４
・
０
９
３
５

中　

央
４
６
２
・
０
６
７
０

環
境
美
化
善
行
者
表
彰

　

昨
年
11
月
13
日
㈮
、
地
域
の
環
境

美
化
に
貢
献
し
、
市
民
の
模
範
と
な

る
活
動
を
し
て
い
る
個
人
・
団
体
に

環
境
美
化
善
行
者
表
彰
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
美
し
い
街
づ
く

り
の
た
め
、
環
境
美
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
環
境
美
化
善
行
者
】（
順
不
同
）

●
島
本
政
文
さ
ん
（
高
松
南
）「
推

薦
者
：
高
松
南
町
会
長
」

●
一
般
社
団
法
人 

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
り

ん
く
う
（
湊
）「
推
薦
者
：
郷
土
芸

能
担
当
理
事
」

問
合
先　

環
境
衛
生
課

【
中
学
校
説
明
会
】

時
間　

午
後
２
時
〜
（
左
記
除
く
）

●
佐
野
中
…
午
後
１
時
30
分
〜

●
日
根
野
中
…
午
後
３
時
30
分
〜

場
所　

各
中
学
校
（
左
記
除
く
）

新
池
中
…
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

問
合
先　

学
校
教
育
課
、
各
小
・
中

学
校

※
感
染
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

内
容
変
更
の
場
合
あ
り

開
催
日

中
学
校

電
話
番
号

1
月
28
日
㈭
佐　

野
４
６
４
・
６
１
７
１

1
月
28
日
㈭
第　

三
４
６
４
・
６
１
９
１

2
月
10
日
㈬
新　

池
４
６
４
・
６
１
８
１

2
月
19
日
㈮
長　

南
４
６
５
・
６
８
８
１

2
月
22
日
㈪
日
根
野
４
６
８
・
０
０
６
１

広報いずみさの 令和3年1月号7



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

中国の母なる河 
～長江～

問合先　自治振興課
【長江とは】　長江（ちょうこう）はアジアで最も長い川です。
全長6,300キロメートル、中国国内では最下流部の異称である「揚
子江」の名で良く知られています。その長さは世界の主要な河川の
中で、アフリカのナイル川と南アメリカのアマゾン川に次ぐ世界第
3位です。 
【歴史】　長江流域は、黄河流域と同様、中国国家の発祥の地のひと
つです。長江文明、特に「稲作文明」は、東アジアと世界に大きな
影響を与えています。長江上流の古代蜀王国の文明レベルは、中国
文明の主要な発祥の地である黄河流域同時期の古代文明のレベルに
劣りません。長江は、三国時代の蜀王国と呉王国の主要な川でもあ
り、有名な「赤壁の戦い」が行われたところでもあります。
【長江に対しての印象】　私の故郷である重慶市は、長江の上流最大
の都市です。子どもの頃、重慶には橋があまりなかったので、渡る
のに「フェリー」か「ロープウェイ」に乗りました。放課後、長江
に行ってカニや魚を捕まえるのが一番楽
しかったです。工業の発展とともに、こ

れらは次第に姿を消し、川で魚やカニを捕まえるのは容易でなくなり、重慶も中国
の「橋の首都」になりました。交通は便利ですが、子どもの頃と同じ気分にはなか
なかなれません。観光客を魅了するために、重慶は「両江クルージング」と「クロ
スリバーケーブルウェイ」を再開し、今では誰もが以前の気持ちを取り戻せるよう
になりました。
　さらに、重慶は美味しい料理と美しい夜景の都市であり、中国で最も人気のある
観光地となっています。 機会があればみなさん、ぜひ重慶に遊びに行ってください。
私も案内できますよ。
【最後に】　泉佐野市の友好都市成都市新都区（長江支流）、上海市の
徐匯区、宝山区、および昨年の春に相互にマスクを送り合った「マ
スク交流」の重慶市武隆区の人々も、長江とその支流によって育ま
れました。

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

〜
年
間
納
付
済
額
の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
〜

　

納
め
た
国
民
健
康
保
険
料
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得
税
や

市
府
民
税
に
お
け
る
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
中
（
令
和
2
年
1
月
1

日
〜
令
和
2
年
12
月
31
日
）
に
普
通

徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）
で
国

民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
年
間
納

付
済
額
の
通
知
書
を
1
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
所
得
申
告
の
参
考

資
料
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

国
保
年
金
課

今月の中国語
長江（ツァン　ジャン）：ちょうこう
黄河（ヘゥアン　ホォ）：こうが
赤壁（ツ　ビ）：せきへき

◀
国
際
交
流
員

趙
鑑

海
の
事
件
・
事
故
は

１
１
８
番
へ
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
毎
年
１
月
18

日
を
「
１
１
８
番
の
日
」
に
定
め
て

い
ま
す
。

　

海
で
の
事
件
・
事
故
な
ど
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
緊
急
通
報
用
電
話

番
号
と
し
て
局
番
な
し
の「
１
１
８
」

番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
海
難
・
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た

●
密
漁
、
不
法
投
棄
な
ど
の
情
報
を

得
た

●
見
慣
れ
な
い
船
や
不
審
な
船
を
発

見
し
た

●
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た

※
通
報
の
際
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
何
が
あ
っ
た
か
」
な
ど
を
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
海
上
保
安
監
部
管

理
課
（
☎
06
・
６
５
７
１
・
０
２
２

１
）

▶
長
江
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権
推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター

　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター

　　　　（☎469-7125）

月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

フリマアプリは
トラブルを避けて賢く利用！

【
事
例
】
初
め
て
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
、
新
品
と
記
載
さ
れ
て

い
た
時
計
を
約
３
千
円
で
購
入
し

た
。
届
い
た
時
計
を
使
っ
て
み
た

が
、
ね
じ
が
回
ら
ず
す
ぐ
に
遅
れ

る
。
売
り
手
に
苦
情
を
伝
え
た
い

が
取
引
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
お
り
、
連
絡
が
取
れ

な
い
。

【
解
説
】
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
フ
リ
マ
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
は
、
個

人
間
で
手
軽
に
売
買
が
出
来
る
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
近
年
、
若
年
層

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
の
取

引
は
基
本
的
に
売
主
と
買
主
と
の
個

人
間
取
引
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
当

事
者
間
で
解
決
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
に
は
そ

れ
ぞ
れ
利
用
規
約
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
仕
組
や
禁
止
行
為
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

事
例
の
ケ
ー
ス
で
は
、
相
談
者
は

商
品
を
使
用
後
、
違
和
感
に
気
づ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
ア
プ
リ
上

で
売
り
手
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取

り
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

取
引
完
了
後
一
定
の
期
間
が
経
過
す

る
と
、
ア
プ
リ
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
交

換
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ア
プ
リ

運
営
会
社
は
場
を
提
供
し
て
い
る
と

い
う
立
場
で
あ
り
、
取
引
上
の
ト
ラ

ブ
ル
は
双
方
の
話
し
合
い
で
解
決
す

る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
対
応
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
受
取
評
価
を
す
る
前
に
し
っ
か
り

商
品
の
状
態
を
確
認
し
、
気
に
な
る

点
が
あ
れ
ば
評
価
前
に
売
り
手
と
話

し
合
い
を
始
め
ま
し
ょ
う

●
取
引
完
了
前
に
売
り
手
が
キ
ャ
ン

セ
ル
に
応
じ
れ
ば
ア
プ
リ
上
で
返
金

が
な
さ
れ
、
商
品
を
返
送
す
る
こ
と

で
解
決
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
取
引
を
す
る
前
に
相
手
の
評
価
や

口
コ
ミ
、
商
品
の
状
態
や
解
説
文
を

よ
く
読
み
、
無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
も
慎
重
に
利
用
し
ま

し
ょ
う

●
ブ
ラ
ン
ド
品
の
偽
物
ら
し
き
も
の

を
大
量
に
販
売
し
て
い
る
な
ど
、
違

法
行
為
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

令
和
３
年
度 

市
・
府
民
税
（
個
人
住
民
税
）

主
な
改
正
点

■
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控

除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
替

　

働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
働

き
方
改
革
を
後
押
し
す
る
な
ど
の
観

点
か
ら
、
特
定
の
収
入
が
あ
る
人
に

の
み
適
用
さ
れ
る
給
与
所
得
控
除
お

よ
び
公
的
年
金
等
控
除
の
控
除
額
を

10
万
円
引
き
下
げ
、
ど
な
た
に
も
適

用
さ
れ
る
基
礎
控
除
の
控
除
額
が

10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

 　

税問
合
先　

税
務
課

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　

給
与
所
得
控
除
額
が
一
律
10
万
円

引
き
下
げ
ら
れ
、
給
与
所
得
控
除
の

上
限
額
が
適
用
さ
れ
る
給
与
等
の
収

入
金
額
が
８
５
０
万
円
、
そ
の
上
限

額
が
１
９
５
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

　

公
的
年
金
等
控
除
額
が
一
律
10
万

円
引
下
げ
ら
れ
、
公
的
年
金
等
収
入

金
額
が
１
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
の
公
的
年
金
等
控
除
に
つ
い

て
、
１
９
５
万
５
千
円
が
上
限
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
に
係
る
合
計
所
得
金

額
が
、
１
，
０
０
０
万
円
を
超
え

２
，
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
さ
ら
に
一
律
10
万
円
、
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
さ

ら
に
一
律
20
万
円
を
見
直
し
後
の
公

的
年
金
等
控
除
額
か
ら
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

■
基
礎
控
除
の
見
直
し

　

基
礎
控
除
額
が
一
律
10
万
円
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
２
，
４
０
０
万
円
を

超
え
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
て
段
階
的
に
控
除

額
が
減
少
し
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
２
，
５
０
０
万
円
を
超
え
る
人

は
、
基
礎
控
除
が
適
用
で
き
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

■
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

　

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
適

用
さ
れ
る
給
与
等
の
収
入
金
額

が
８
５
０
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
た
め
、
給
与
等
の
収
入
金
額
が

８
５
０
万
円
を
超
え
る
人
は
増
税
と

な
り
ま
す
が
、
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
負
担
が
あ
る
人
は
、
負
担
が
増
加

し
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
、
年
金
所
得
の

両
方
を
有
す
る
人
は
、
給
与
所
得
控

除
額
お
よ
び
公
的
年
金
等
控
除
額
の

両
方
が
10
万
円
ず
つ
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
負
担
が
増
加
し
な
い

よ
う
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
調
整
控
除
の
見
直
し

　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
２
，

５
０
０
万
円
を
超
え
る
人
は
、
調
整

控
除
が
適
用
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

■
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
お
よ
び
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

　

婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
、
生
計
を
一
に
す
る
子
（
前
年

の
総
所
得
金
額
等
が
48
万
円
以
下
）

を
有
す
る
単
身
の
人
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
人
は
、
ひ
と
り
親
控
除
（
30
万

円
）
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
親
に
該
当
し
な
い
寡
婦
の

人
は
、
引
き
続
き
寡
婦
控
除
（
26
万

円
）
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
子
以

外
の
扶
養
親
族
を
持
つ
寡
婦
の
人
に

つ
い
て
も
所
得
制
限
（
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
）
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
３
５
万
円
以
下
の
ひ
と
り
親
を
個

人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の
対
象
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
ひ
と
り
親
控
除
、
寡
婦
控
除
の
い

ず
れ
に
つ
い
て
も
、
住
民
票
の
続
柄

に
「
夫
（
未
届
）」「
妻
（
未
届
）」

の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
控
除
の

対
象
外
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
に
伴
い
、

特
別
寡
婦
、
寡
夫
控
除
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。（
ひ
と
り
親
控
除
に
集
約
）

■
所
得
控
除
の
適
用
要
件
お
よ
び
均

等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の

見
直
し

　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

の
対
象
と
な
る
配
偶
者
、
扶
養
親
族

お
よ
び
勤
労
学
生
の
所
得
要
件
が
そ

れ
ぞ
れ
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非

課
税
を
判
定
す
る
所
得
要
件
が
10
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要
件
の

弾
力
化

　

消
費
増
税
に
伴
う
対
応
と
し
て
、

消
費
税
率
10
％
が
適
用
さ
れ
る
住
宅

取
得
等
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月

1
日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で

に
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
期
間
が
10
年

か
ら
13
年
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
住
宅
建
設
工
事
の
遅

延
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
、
令
和
2

年
12
月
31
日
ま
で
に
居
住
開
始
で
き

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
要
件
を
満
た

せ
ば
控
除
期
間
の
延
長
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

■
中
止
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
の
払

い
戻
し
を
受
け
な
い
場
合
の
寄
附
金

税
額
控
除
の
適
用

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
政
府
の
自
粛
要

請
を
受
け
て
中
止
・
延
期
・
規
模
縮

小
さ
れ
た
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
チ
ケ
ッ
ト
の
払

戻
し
を
受
け
な
い
（
放
棄
す
る
）
場

合
は
、
そ
の
金
額
分
を
「
寄
附
」
と

み
な
し
、
市
や
府
が
条
例
で
指
定
し

た
と
き
は
、
市
・
府
民
税
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
市
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
指
定

し
た
行
事
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
税

制
改
正
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

令
和
2
年
分 

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

　

申
告
会
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
策
を
実
施

す
る
た
め
、
申
告
書
の
作
成
や
提
出

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
作
成
し
、e-Tax

送
信
し
て
い

た
だ
く
か
、
郵
送
に
よ
る
提
出
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
申
告
会
場
の
受
付　

2
月
16

日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪（
閉
庁
日
除
く
。

相
談
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
申
告
相
談
に
は
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。
整
理
券
な
ど
の
配
布
方
法

に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

注
意
事
項

●
整
理
券
な
ど
が
予
定
枚
数
に
達
し

た
場
合
は
、
早
期
に
相
談
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

●
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
３
密
を
避
け
る
た
め
、
建
物
の
外

で
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
開
設
期

間
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

事業主のみなさんへ
給与支払報告書の提出、償却資産の申告、中小事業者等に
対する固定資産税等軽減措置の申告は2月1日まで

問合先　税務課
■給与支払報告書の提出　
事業主は従業員の住所地の市役所・町村役場へ給与支払報告書を提出してくだ
さい。この報告書の用紙は、税務署の法定調書などに同封して、昨年11月上
旬に事業主に送付していますので、総括表とあわせて1月末までに必ず提出し
てください。また、個人番号・法人番号の記載が必要になりますのでご注意く
ださい。この報告書の提出がない場合は、従業員がそれぞれ直接役所（場）に
「個人申告」をしなければなりません。
■償却資産の申告　
市内に事業用の償却資産を所有している人（法人または個人）は、毎年1月末
までに該当する資産を申告することになっています。令和2年1月2日以降に資
産の入れ替えや開業、廃業、個人から法人への資産の異動などがあった場合は、
特にご注意ください。また、本市では、固定資産税（償却資産）の実地調査を
行っています。申告書の提出の際は、申告内容の今一度の点検をお願いします。
■中小事業者などに対する固定資産税等軽減措置の申告　
新型コロナウイルス感染症の影響で、事業収入が減少した中小事業者等が所有
する償却資産および事業用家屋について、令和3年度課税分に限り事業収入の
減少割合に応じて固定資産税・都市計画税の軽減制度があります。該当する人
は申告してください。
※詳しくは、広報11月号または市のホームページをご覧ください。

■個人住民税は特別徴収で納めましょう！　
地方税法第321条の5の規定により、事業主は原則として、すべての従業員の
市・府民税（個人住民税）を給与から差し引いて納入（特別徴収）することが
義務づけられています。事業主のみなさんは法令に基づく適正な特別徴収の実
施をお願いします。

　給与支払報告書の提出および償却資産の申告等は、市税の電子申告（eLTAX
〔エルタックス〕）でも提出できますのでご利用ください。
　市税の電子申告について詳しくは市ホームページまたは地方税共同機構の
ホームページをご覧ください。

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の

た
め
の
申
告
会
場
】

開
催
日　

2
月
2
日
㈫
〜
10
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
除
く
） 

相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
告
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南 

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

整
理
券
配
布
場
所
・
時
間　

１
階
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト 

午
前
９
時
30
分

〜
10
時
（
先
着
順
）

※
申
告
書
の
作
成
・
相
談
を
希
望
す

る
人
は
「
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

正
面
入
口
」
か
ら
順
に
並
ん
で
く
だ

さ
い
。

注
意
事
項　

●
申
告
相
談
に
は
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。
整
理
券
が
予
定
枚
数
に
達

し
た
場
合
は
、
早
期
に
相
談
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

●
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
申
告

書
な
ど
の
提
出
の
み
の
人
は
、
郵
送

で
の
提
出
ま
た
はe-Tax

に
よ
る
送

信
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
会
場
開

設
を
中
止
す
る
場
合
や
時
間
な
ど
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
2
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
に
開
催
す

る
申
告
相
談
会
（
要
事
前
予
約
）
は
、

近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支
部
が
主
催

す
る
も
の
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金

受
給
者
の
人
だ
け
で
な
く
、
事
業
所

得
や
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
や
資
産
の

贈
与
を
受
け
た
人
も
相
談
で
き
ま
す

が
、申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
１
月
18
日
㈪
以
降
の
平

日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
に
近

畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支
部
事
務
局

（
☎
４
６
８
・
８
０
６
８
）
ま
た
は
e

メ
ー
ル
：sanoshibu@
poem

.o
cn.ne.jp

で

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署
（
☎
４
６

２・
３
４
７
１
）
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　　　　　　～ 3回シリーズ（1回目）～
メッセージノート（わたしの生き方ノート）

問合先　地域共生推進課
　最期を迎える場所を想像したことがありますか？
　人によって天寿を全うする人もいますが、突然「その時」
が来ることもあります。どのような最期を迎えるか最期を迎
えるまでどう生きるかの選択について、自分の情報や希望な
どを詳しく書き残しておけるのがメッセージノートです。
　メッセージノート（わたしの生き方ノート）は、これま
での生活の中で大切にされていたこと、これからの生活を
どのように過ごしたいか？自分らしく生活を送るため、自
分の考えや思いを書き留め、自分の周りの大切な人にその
意思を伝え、共有しておくために作られたノートです。
　もしもの時に家族は、本人に代わって、延命治療をどう
するかの決断をしなくてはならないことがあります。家族
や大切な人への負担を減らすためにも、自分自身の意思や
情報、資産は正確に伝えておきましょう。
　また、元気なうちから家族や大切な人と、自分が大切に
していることや望む医療などについて、話し合っておくこ
とが大切です。

　このような話合い（人生会議〔ACP：アドバンス・ケア・プランニング〕）
をするきっかけとしてメッセージノートを活用してみましょう。体調や
環境の変化で思いや考えは変化するので、そのたびに書き直したり、繰
り返し何度も話し合ったりしましょう。
　泉佐野市では「自分らしく生きることが実現できる泉佐野」をめざし
て、医療介護連携推進事業を実施しています。その活動として、泉佐野
市メッセージノートを作成しました。希望する人には無料で「基幹包括
支援センターいずみさの」「地域型包括支援センター」、泉佐野市役所地
域共生推進課でお渡しします。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が

強
く
、
飛
沫
・
接
触
だ
け
で
は
な
く

空
気
感
染
も
あ
り
、
予
防
接
種
を
受

け
な
い
で
い
る
と
多
く
の
人
が
か
か

り
、流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
か
る
と
重
症
に
な
り
ま

す
。
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
よ
ば
れ
る
障
害
を

も
っ
た
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
、

う
つ
さ
な
い
た
め
に
予
防
接
種
を
受

け
て
、
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
単
独
ワ

ク
チ
ン
で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

●
Ｍ
Ｒ
１
期
…
１
歳
の
誕
生
日
の
前

日
〜
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

●
Ｍ
Ｒ
２
期
…
平
成
26
年
４
月
２
日

〜
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
）

問
合
先　

健
康
推
進
課
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

胃がん検診（胃内視鏡検査）
　指定医療機関で胃内視鏡検査の胃がん検診を受けることができます。対象
の人は受診しましょう！（集団検診での胃がん検診はエックス線検査になり
ます）
内容　問診・胃内視鏡検査（鎮痛薬・鎮静剤は使用しません。）
対象　50歳以上であり、昨年度内視鏡検査による胃がん検診を受けておら
ず、今年度胃がん検診（エックス線検査または内視鏡検査）を受けていない
市民（詳しくは下記を参照してください。）
自己負担金　2,000円
※生活保護受給世帯・世帯員全員が非課税世帯には減免制度があります。減
免制度を利用するには検診前の手続きが必要となります。後期高齢者医療被
保険者は、後期高齢者医療被保険者証の提示で無料となります。
申込　直接、指定医療機関（ホームページ掲載）へ。持ち物などは申込時に確認してください。
問合先　健康推進課

※検診の除外条件（入院中・胃疾患で受療中など）や検診の禁忌疾患（呼吸不全や急性心筋梗塞など）
があります。抗血栓薬（ワルファリン・バファリンなど）を服用中の人は、主治医と相談してください。

検診のフロー図
昨年度

エックス線
検査を受診

未受診

内視鏡検査
を受診

エックス線
検査を受診

内視鏡検査
を受診

今年度

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
も

受
診
不
可

×　

×

ど
ち
ら
か
を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
も

受
診
不
可

×　

×

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
か

を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
か

を
選
択

次年度

公
益
社
団
法
人 

泉
佐
野
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
泉
佐
野
）

　

我
々
は
、
地
域
の
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
泉
佐

野
市
、
熊
取
町
、
田
尻
町
を
拠
点
に
、
20
〜
40
歳
ま
で
の
青
年
が
同

じ
志
の
も
と
に
集
ま
り
、
共
に
向
上
し
あ
い
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
い
う
理
念
の
も
と
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

【
過
去
の
主
な
活
動
】

　

小
学
生
対
象
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
、
市
長
選
な
ど
の
立
候
補
予
定

者
公
開
討
論
会
、
夜
市
（
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
）、
勉
強
会
の
開
催
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
マ
ス
ク
配
布
、
災
害
募
金
、
献
血
へ
の
協
力
、
異

業
種
交
流
会
、
家
族
交
流
会
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
会
員
募
集
中
】

　

当
青
年
会
議
所
は
20
〜
40
歳
ま
で
の
仲
間

を
探
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
度
重
な
る
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

世
の
中
の
在
り
様
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
た
め
に
何
か
役
立
つ
こ
と
を
し

た
い
」「
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う

仲
間
が
欲
し
い
」「
将
来
に
向
け
た
人
脈
を

構
築
し
た
い
」「
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

し
た
い
」「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」
な
ど
地
域
を
牽
引
す
る
メ
ン
バ
ー
と

一
致
団
結
し
、
地
域
の
た
め
に
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

問
合
先　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時 

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
第
３
・
４
水
曜
日
除

く
）
に
公
益
社
団
法
人 

泉
佐
野
青
年
会
議

所
（
〒
５
９
８
・
０
０
０
６ 

泉
佐
野
市
市
場

西
３
丁
目
２
番
34
号 

☎
４
６
３
・
３
９
４
７ 

e
メ
ー
ル
：sano-jc@

rinku.zaq.ne.jp

） 

▲勉強会風景

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
に
登
録
さ
れ
た
市
民
公
益
活
動
団
体

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

問
合
先　

自
治
振
興
課▲募金活動

※市民公益活動団体については、市のホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/）をご覧ください。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

学 校 園 紹 介

「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
」

　大木小学校は、学校の近
くに川が流れ、山々が近く
に見える場所にあり、今
年度は49人の児童が通っ
ています。近くの川から今
年は2回も沢ガニが学校へ

やってきました。そんな大木小学校ならではの魅力的
な学習の中から今回は「大木たんけん」を紹介します。
　「大木たんけん」は、たてわり班（1～ 6年生の児
童で構成された班）で行く場
所とやりたいことを決め、思
いっきり探究する学習です。
今年は火走神社や円満寺、ラ
ンプの家、だんじり小屋など
がたんけんコースに選ばれま
した。講師は子どもたちのどんな疑問にもすぐに答え
てくれる専門の先生を大学などから招きました。
　このような「問題解決的な学習」（自分で課題を決
めて、解決していく学習）を行うことで「毎日の教科
学習がどんなことに役立つのか」「なぜ学習をするの
か」などについて子どもなりに理解してもらえたらと

考えています。
　そして、その理解が大人に
なっても生涯にわたって学
び続ける原動力になってほ
しいと願っています。

　佐野台小学校は、「子どもの体力向上推進校」とし
て体験型の学びを通じ、「生きる力を育む体力作り」
を日々研究しています。2時間目と3時間目の間には、
15分間の「アップタイム」という運動の時間があり、
楽しみながら様々な運動を経験することで、体力アッ
プを図っています。
【ボール遊び】ドッチボールや
ドッヂビーなどの競技で、仲間
と協力することや動きを工夫す
る楽しさを実感しながら、運動
能力を高めています。

【縄跳び運動】　音楽に合わせて
短縄跳びをしたり、後ろ跳びや
あや跳びなど色々な技に挑戦し
たりしています。大縄跳びでは
クラス全員が参加することで、
友だちと励ましあって、体力向
上に励んでいます。

【サーキットトレーニング】　体力テストの結果から課
題を見つけ、外部専門家の助言を受けながら、様々な
メニューを実践しています。
【リズム体操】　ラジオ体操、い
ずみさの体操、ジンギスカン体
操などに取り組み、自分の体力
に応じた体の動かし方を学んで
います。

問合先
学校教育課

やりたいこと 思いっきり「大木たんけん」
～大木小学校～

アップタイムで体力アップ！
～佐野台小学校～

　

令
和
元
年
度
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
が
、
令
和

２
年
10
月
に
文
部
科
学
省
よ
り
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

令
和
元
年
度
全
国
の
暴
力
行
為
発

生
件
数
は
、
千
人
率
で
小
学
校
が
6.8

件
（
平
成
30
年
度
5.7
件
）、
中
学
校

が
8.8
件
（
平
成
30
年
度
8.9
件
）
で
、

小
学
校
に
お
い
て
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
認
知
件
数

の
千
人
率
は
小
学
校
が
７
５
．
８
件

（
平
成
30
年
度
６
６
．
０
件
）、
中
学

校
が
３
２
．
８
件
（
平
成
30
年
度

２
９
．
８
件
）
と
小
・
中
学
校
と
も

に
増
加
、
さ
ら
に
、
不
登
校
も
千
人

率
は
小
学
校
が
8.3
人
（
平
成
30
年
度

7.0
人
）、中
学
校
が
３
９
．
４
人
（
平

成
30
年
度
１
６
．
９
人
）
と
小
・
中

学
校
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
の
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
暴
力
行
為
、
児
童
虐
待
な

ど
生
徒
指
導
上
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
教
育
分
野
に
関
す
る
知
識

に
加
え
て
、
社
会
福
祉
な
ど
の
専
門

的
な
知
識
、
技
能
を
用
い
て
、
児
童

生
徒
の
置
か
れ
た
様
々
な
環
境
に

働
き
か
け
、
支
援
を
行
う
の
が
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以

下
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
で
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
保
護
者
や
教
職
員
の

相
談
を
受
け
、
課
題
解
決
の
た
め
に

活
用
で
き
る
社
会
資
源
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
や
手
続
き
な
ど
へ
同
行
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
日

常
的
に
児
童
生
徒
の
授
業
観
察
や
行

動
観
察
を
行
っ
た
り
、
関
係
機
関
か

ら
相
談
活
動
に
お
い
て
必
要
な
情
報

を
収
集
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議
に
お
い
て
、

課
題
の
原
因
や
背
景
を
探
り
、
福
祉

の
視
点
に
立
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
見
立
て
）
を
行
い
、
課
題
を
整
理

す
る
こ
と
で
問
題
解
決
に
向
け
た
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
手
立
て
）
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
職
員

向
け
に
校
内
研
修
を
行
い
、
福
祉
の

視
点
か
ら
教
職
員
が
児
童
生
徒
を
理

解
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
向
上
に
も
一

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
ま
で
大
阪
府
教
育
庁
か

ら
の
派
遣
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
度
か
ら
本
市
で
も
Ｓ
Ｓ
Ｗ

を
委
嘱
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
市

内
各
中
学
校
区
に
１
人
ず
つ
配
置
し

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
へ
の
相
談
は
、

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▶
水
辺
の
生
き
物
を

探
し
て
い
る
様
子

◀
ラ
ン
プ
の
家

▶
ひ
つ
じ
も
い
た
よ
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

部
落
差
別
は許

さ
れ
ま
せ
ん
！

〜
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〜

　

平
成
28
年
12
月
16
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
部
落
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
部
落

差
別
が
な
く
な
る
と
考
え
る
の
は
誤

り
で
す
。
生
ま
れ
た
場
所
や
障
害
の

有
無
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
部
落
差
別

解
消
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

アニメ
「めぐみ」・拉致被害者御家族

ビデオメッセージ上映会
拉致被害者の一日も早い帰国を目指し、拉致問題

に関する府民の認識と理解を深めるとともに、世論
を高めるため、上映会を開催します。
日時　1月30日㈯ 午後2時30分～4時（予定）
場所　豊中市立ローズ文化ホール（豊中市野田町
4-1）
内容
●開会挨拶
●政府の取組説明（政府拉致問題対策本部）
●アニメ「めぐみ」上映
●「拉致被害者御家族ビデオメッセージ」上映
定員　200人（先着順）
共催　政府拉致問題対策本部、大阪府、大阪府内全市
町村
申込・問合先　府 人権企画課（☎06-6210-9280）
※入場無料

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

　　　　J:COM末広体育館（市民総合体育館）・
健康増進センターをご利用ください！　　　　
問合先 健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666

http://www.izumisano-c.jp/kenko/）
利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 620円

（月極6,200円）
1回 410円

（月極4,100円） 1回 210円

高齢者（60歳以上の
市内在住者） 1回 310円

（月極 3,100円）
1回 210円

（月極 2,100円）
※小学生以下利用不可

1回 110円
3歳～中学生

※障害者手帳を持っている人は無料です。表示料金はすべて税込です。

市
民
競
技
大
会サ

ッ
カ
ー

開
催
日　

２
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰
、

３
月
7
日
㈰
・
21
日
㈰

場
所　

南
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

16
歳
（
高
校
生
）
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
選

手
全
員
が
18
歳
以
下
の
場
合
は
成
人

の
責
任
者
が
必
要
）

※
４
級
以
上
の
資
格
を
持
っ
た
審
判

が
２
人
必
要
。
必
ず
経
験
の
あ
る
審

判
を
登
録
す
る
こ
と

定
員　

１
チ
ー
ム
30
人
以
内
（
監
督

も
出
場
可
）

ル
ー
ル　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
準

じ
、
特
別
ル
ー
ル
は
泉
佐
野
市
サ
ッ

カ
ー
連
盟
で
決
定

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
17
日
㈰
ま
で

に
電
話
で
泉
佐
野
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟

（
北
谷
☎
０
９
０・
３
０
３
２・
７
６
５

７
）へ

※
エ
ン
ト
リ
ー
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

説
明
会　

１
月
23
日
㈯
午
後
７
時

か
ら
南
部
公
園
会
議
室
で

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

　　泉佐野市人権のつどい
予定していた講演内容の一部が視聴できます

　昨年12月５日に開催を予定していた「泉佐野市人権のつどい」は、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け中止となりましたが、本
市の行政情報番組「さのテレ！」12月後半放送用にHanna Bunyaさん
の講演のみを無観客で行いました。さのテレ！ホームペー
ジ（http://www.city.izumisano.lg.jp/sanotele/）から
講演内容の一部が視聴可能なので、ぜひご覧ください。
問合先　自治振興課　　　　　　　　 　　 QRコード▶
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　市民のみなさんに市政へのご理解ご協力をいただくため、市では毎年市職員の給与などを公表しています。
なお、給与などの額は税・保険料などの各種控除前の額で、いわゆる手取額ではありません。

問合先　人事課 

人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

令和2年3月末日現在 歳出額　（A） 実質収支 人件費　（B） 人件費率（B/A）

令和元年度 100,287 人 93,984,764 千円 133,171 千円 5,374,155 千円 5.8％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含みます。　　　（参考）平成30年度人件費率4.1％

部門別職員数の状況（各年4月1日現在）　　　　　（単位：人）
区 分 職 員 数 対前年

増減数 おもな増減理由平成31年 令和2年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 6 1 事務事業・体制の見直し
総　　務 104 107 3 事務事業・体制の見直し
税　　務 37 38 1 事務事業・体制の見直し
民　　生 154 153 ▲1 事務事業・体制の見直し
衛　　生 49 55 6 事務事業・体制の見直し
農林水産 17 16 ▲1 事務事業・体制の見直し
商　　工 10 10
土　　木 58 58
小　計 434 443 9

部
門

特
別
行
政

教　　育 54 58 4 事務事業・体制の見直し
小　計 54 58 4

普通会計 計 488 501 13

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　道 32 36 4 事務事業・体制の見直し
そ の 他 34 34
小　計 66 70 4

合　計 554 571 17

　市職員の給与は、地方公務員法で
定められた3つの原則を基準に、市
の条例で定めています。
①職務給の原則
　給与は「職務と責任」に応じて決定
※本市の場合は、上記「一般行政職
の級別職員数」のとおり
②均衡の原則
　給与は「生計費」「国・地方公共
団体の職員の給与」「民間事業従事
者の給与」などを考慮し決定
③条例主義
　給与額・勤務時間・その他の勤務
条件は、住民の代表である議会の議
決を経て、条例で定める

職員構成
（令和2年4月1日現在・[　]は平均年齢）

一般行政職の級別職員数
（令和2年4月1日現在）

職員数職員数
571人571人

［44.6歳］［44.6歳］
100％100％

職員数職員数
368人368人
100％100％

【
注 

意
】

●
泉
佐
野
市
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分
別

職
員
数
で
す
。

●
（ ）
内
は
各
級
の
代
表
的
な
職
名
で
す
。

●
１
・
２
級
は
経
験
年
数
な
ど
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

一般行政職一般行政職
（事務・技術など）（事務・技術など）
368人368人
［46.0歳］［46.0歳］
64.4％64.4％

特定任期付職員 特定任期付職員 1人1人
［59.0歳］0.2％［59.0歳］0.2％

福祉職福祉職 70人 70人
［35.7歳］12.3％［35.7歳］12.3％

税務職税務職 38人 38人
［40.5歳］6.6％［40.5歳］6.6％

医療技術職医療技術職 5人 5人
［46.4歳］0.9％［46.4歳］0.9％

看護師・保健師看護師・保健師 15人 15人
［40.9歳］2.6％［40.9歳］2.6％

技能・労務職技能・労務職 13人 13人
［52.2歳］2.3％［52.2歳］2.3％

教育職教育職 25人 25人
［32.4歳］4.4％［32.4歳］4.4％

水道企業職員水道企業職員 36人 36人
［48.6歳］6.3％［48.6歳］6.3％ 7級（部長）7級（部長）

27人 7.3％27人 7.3％

8級（政策監）8級（政策監）
9人 2.5％9人 2.5％

6級（課長）6級（課長）
63人63人
 17.1％ 17.1％

5級5級
（課長代理）（課長代理）
70人  70人  
19.0％19.0％

4級（係長）4級（係長）
61人 16.6％61人 16.6％

3級（主任）3級（主任）
66人66人
 17.9％ 17.9％

2級（係員）2級（係員）
50人 13.6％50人 13.6％

1級（係員）1級（係員）
22人 6.0％22人 6.0％

市　職　員　の　給　与

給与を決める三原則
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平均給料月額 
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
市 342,605円 46.2歳
国 327,564円 43.2歳

技能・労務職
市 347,823円 52.1歳
国 287,283円 50.9歳

経験年数別・学歴別平均給料月額 

区　分
経　 験　 年　 数

10年 15年 20年

一 般
行政職

大
学
卒
252,300円 275,900円 290,300円

高
校
卒
232,800円 257,600円 280,000円

技 能・
労務職

高
校
卒
232,800円 257,600円 280,000円

※経験年数とは、採用後の年数（卒業後直ちに
採用され引き続き勤務している場合）です。

一般行政職の初任給 
区　分 初 任 給

大学卒
市 190,400円
国 182,200円

高校卒
市 161,600円
国 150,600円

特別職の報酬等
区　分 給料月額

（減額措置後） 期末手当の支給割合

給　

料

市 長 860,000円
（593,400円＊1）

令和元年度
6月期  2.225月分
12月期 2.225月分
令和2年度
6月期  2.250月分

副市長 740,000円
（547,600円＊1）

教育長 660,000円
（521,400円＊1）

水道事業
管理者

660,000円
（521,400円＊1）

報　

酬

議 長 620,000円
（589,000円＊2）令和元年度

6月期  2.225月分
12月期 2.225月分
令和2年度
6月期  2.250月分

副議長 580,000円
（551,000円＊2）

議 員 550,000円
（522,500円＊2）

退職手当
区 分（一部） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置2～30％加算
1人あたり平均支給額 9,149 千円  19,534 千円
注意
●退職手当の支給割合は市と国とで同じでした。
●「1人あたりの平均支給額」は、令和元年度に本市を退職し
た全職種に係る職員に支給された平均額です。
●「勧奨」とは、高齢職員などに対し、職員の新陳代謝の促進
および人事の刷新などを図るため、勇退を勧奨し、これに応
じて退職した場合をいいます。

職員手当　※［　］は国の基準
手当の種類 内　容

扶養手当

●配偶者6,500円（政策監は3,500円）
●配偶者以外の扶養親族
子10,000円、父母等6,500円（政策監は3,500円）
●満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
扶養親族である子への加算1人につき5,000円

地域手当（給料＋扶養手当＋管理職手当）×6％ 令和元年度1人あたり平均支給年額 261,125円

管理職手当

●政策監　　85,000円
●部長　　　60,000円～80,000円
●次長　　　50,000円～60,000円
●課長　　　45,000円～55,000円
●課長代理　30,000円～40,000円

通勤手当

交通機関
利用者

月額55,000円を限度とし全額支給 
※支給方法は6ヵ月定期券などの価
額を一括支給

交通用具
利用者

用具に応じ 33,800円［31,600円］
を上限として支給

住居手当

借
家
月額16,000円を超える家賃を支払っている場合
に28,000円［28,000円］を上限として支給

持
家支給なし［支給なし］

時間外勤務
手当

管理職を除く職員対象
令和元年度支給総額 118,174 千円
（1人あたり平均支給年額 388 千円）

特殊勤務
手当 平成25年4月1日～廃止

期末・勤勉
手当

支給時期 市 国

令和元年度
  6月期 2.225月分 2.225月分
12月期 2.225月分 2.225月分

令和2年度   6月期 2.250月分 2.250月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

いずれも令和2年4月1日現在の状況です。

＊1…令和2年4月～令和7年3月の支給額
＊2…令和2年4月～令和4年5月の支給額
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

一時的保育サービス
　保護者の断続的な就労や傷病などで、急に保育が必要になったときに、
一時的に子どもを保育します。
利用時間　午前8時30分～午後4時30分
利用料　●0～2歳児…1日3,000円　●3～5歳児…1日2,000円
場所・申込・問合先

園　名 住　 所 電話番号
すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
なかよしこども園 中庄831-5 464-5010
ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
あおいこども園 長滝4067 464-3466
ひねのこども園 日根野7277 468-0345
清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972
下瓦屋保育園 上瓦屋610-1 463-3359
泉ヶ丘こども園 鶴原935-3 463-0041
こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447
こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴原保育園 鶴原1033 463-0065

※人数に制限があり、利用できない場合があります。
　詳しくは、各園に問い合わせてください。

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べた
り、宿題をしたり、安らぎを感じ
られるような子どもの居場所を提
供します。
　月に一度の「農 業体験」では、
土に触れ、食べ物を育て、採れた
作物の試食をするなどの体験がで
きます。ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日
　　　午後3時～6時
【農業体験】
　チューリップを植える予定です。
日時　1月16日㈯
　　　午後2時～4時
持ち物　水筒、軍手、帽子、マスク

いずれも
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 eメー
ル：info@the3rdplace.jp）へ

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　新型コロナ感染症拡大のリスク
を減らすため、離乳食講習会の実
施形態を変更し、個別相談会とし
て開催します。保健師と栄養士に
相談できます。
日時　1月18日㈪ 午後1時～3時
※1人30分
場所　
次世代育成地域交流センター
内容　離乳食・育児についての相
談、赤ちゃんの計測など
定員　8組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事
について個別相談ができます。
日時　1月20日㈬
　　　午前9時30分～正午
※1人30分
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象
1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

【お詫びと訂正】
　広報いずみさの12月号18ペー
ジに掲載した「大阪府知事認定の
地域貢献支援員（スマイルサポー
ター）」の記事で、園名に誤りが
ありました。お詫びして下記のと
おり訂正します。
（誤）下瓦屋こども園
　　　　↓
（正）下瓦屋保育園
問合先　子育て支援課

毎月19日は「食育の日」
　減塩は生活習慣病の予防となり
ます。
　だし・スパイス・かんきつ類を利
用して、美味しく減塩しましょう。
問合先　健康推進課 

乳児の結核予防接種（BCG）
　乳児の結核を予防するために、
実施します。
日時　1月21日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　令和2年1月22日～8月22日
生まれの乳児
持ち物　予診票、BCG予防接種案
内用紙（郵送済）、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
 問合先　健康推進課

令和3年度
留守家庭児童会（学童保育）

入会
　留守家庭児童会の入会申込を下記
の期間に受付します。
申込用紙配布　1月4日㈪以降に各留
守家庭児童会および学校教育課で
申込場所・日時
●各留守家庭児童会…1月4日㈪～
2月6日㈯の月～金曜日 午後2時～6
時、土曜日 午前9時～午後6時
●レイクアルスタープラザ・カワサ
キ生涯学習センター…1月17日㈰、2
月7日㈰ 午前10時～午後4時30分
※詳しくは申込用紙をご覧ください。
問合先　日曜日、祝日除く午前10時
～午後6時に留守家庭児童会事務局
（☎461-3841）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
1日㈷～5日㈫、12日㈫、18日㈪、25日㈪、28日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈷～5日㈫、12日㈫、28日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、1日㈷～4日㈪、11日㈷、28日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 6日
27日 17日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 22日 12日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 6日
27日 17日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 22日 12日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 6日
27日 17日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 22日 12日 3時40分～4時30分

第三小学校 20日 10日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 29日 19日 1時10分～2時10分

第二小学校 20日 10日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 29日 19日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 13日 3日
24日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃

ゴミ置き場前
9日
30日 20日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 13日 3日
24日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 9日

30日 20日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 14日 18日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 9日
30日 20日 3時00分～3時30分

安松町会館 14日 18日 2時30分～3時00分 貝田町会館 9日
30日 20日 3時40分～4時10分

北中小学校 7日 4日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 16日 6日
27日 1時15分～1時45分

西出町会館 7日 4日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 16日 6日

27日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 7日 4日 3時30分～4時00分 湊町会館 16日 6日
27日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 15日 5日
26日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 23日 13日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 15日 5日
26日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場 23日 13日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 15日 5日
26日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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新着図書案内
【一般書】▶忖度しません（斎藤
美奈子）▶自己責任という暴力（齋
藤雅俊）▶何のため、人は生きる
か（鈴木健二）▶サラリーマンか
フリーランスか（山田寛英）▶す
べての人に星空を（高橋真理子）
▶お弁当サンド（若山曜子）▶志
村けん160の言葉（志村けん）▶
酒場詩人の美学（吉田　類）▶あ
なたのご希望の条件は（瀧羽麻子）
▶ニキ（夏木志朋）
【児童書】▶あっごきぶりだ!（塚
本やすし）▶とりあえずまちま
しょう（五味太郎）▶ぼくはいし
ころ（坂本千明）▶フン虫に夢中
（いどき　えり）▶ねこはるすば
ん（町田尚子）▶世界とキレル（佐
藤まどか）▶イタイイタイトンデ
ケ（accototo）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

おやこヨガ
～パパ・ママと子どもの

健康づくりに！～
　スキンシップにヨガを取り入れて、
心も体もリフレッシュ＆リラックス！
日時　1月27日㈬
　　　午前10時30分～11時15分
対象　生後5・6ヵ月のおすわり期
～はいはい期の乳児と保護者
定員　6組（先着順）
講師　井上照子さん

（こどもヨーガ准専門士）
持ち物　バスタオル、飲み物
場所・申込・問合先　
1月13日㈬ 午前9時30分以降に電話
でレイクアルスタープラザ・カワサ
キ中央図書館へ
※参加無料。服装は動きやすいもので

土曜子どもシアター
日時　1月9日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「日本の昔ばなし―桃太郎・
十二支のはなし　ほか」（69分）
定員　30人（先着順）
※申込不要、参加無料

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどを
します。気軽にお越しください。
日時　1月6日㈬・20日㈬、2月3日
㈬ 午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料



い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
301
回

　
　
　
　
　
　
　
「
和
泉
木
綿
の
は
じ
ま
り
と
展
開
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑱
　　　～旅引付編（2）「円満寺」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　前回紹介した「長福寺跡」を一望できる場所に現存する「円満
寺（えんまんじ）」も、約500年前に九条政基が日根荘での生活
を綴った日記「政基公旅引付」において記載されている文化財の
一つです。
　文亀3（1503）年に入山田村（現在の大木・土丸）の人々が円
満寺で般若心経一万巻を講読して祈祷し、一万度参りをしたこと
が旅引付に記載されています。また、円満寺は九条政基によって
番頭が窃盗犯を留置する場にもなっていたほか、守護方の日根野
氏が日根野村の東方へ乱入してきた際には、早鐘を鳴らして住民
を招集することもあったそうです。
　円満寺は現在も下大木地区の集会所として利用され、「講」な
ども行われています。

▲糸紡ぎ機（当館蔵）

　

今
号
か
ら
は
、
１
月
23
日
㈯
よ

り
開
催
さ
れ
る
冬
季
企
画
展
「
タ

オ
ル
誕
生
―
和
泉
木
綿
の
紡
い
だ

軌
跡
―
」
に
関
連
し
て
、
泉
佐
野

に
お
け
る
タ
オ
ル
誕
生
の
歴
史
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
第
１
回
目
は
、
泉
佐
野
で
の

木
綿
栽
培
の
は
じ
ま
り
と
展
開
に

つ
い
て
で
す
。

　

木
綿
が
日
本
で
最
初
に
伝
わ
っ

た
の
は
延
暦
18
（
７
９
９
）
年
の

こ
と
で
す
。
三
河
国
（
現
在
の
愛

知
県
）
に
漂
着
し
た
船
に
よ
っ
て

日
本
へ
綿
の
種
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
木
綿
栽
培
は
日
本
に
定
着

せ
ず
、
本
格
的
に
日
本
で
木
綿
が

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦

国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

し
た
。

　

泉
州
に
お
い
て
木
綿
栽
培
が
盛

ん
に
な
る
の
は
戦
国
時
代
も
終
わ

る
頃
、
慶
長
年
間
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
小
堀
家
の
代
官
を
務
め
た

中
庄
の
新
川
家
に
伝
わ
る
慶
長
６

（
１
６
０
１
）
年
の
「
中
庄
村
年
貢

米
中
算
用
払
状
」
に
、
御
用
と
し

て
綿
が
納
め
ら
れ
た
記
録
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
泉
佐
野
に
お
い
て
も

戦
国
時
代
頃
よ
り
木
綿
の
栽
培
が

始
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

木
綿
は
換
金
性
が
高
い
こ
と
か
ら

江
戸
時
代
を
通
し
て
商
品
作
物
と

し
て
栽
培
さ
れ
、
農
家
が
現
金
収

入
を
得
る
た
め
の
主
要
な
副
業
と

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

▲円満寺（大木）

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
漁
民

の
活
躍
が
著
し
い
泉
佐
野
で
は
、
イ

ワ
シ
を
干
し
て
作
る
干
鰯
と
い
う
肥

料
が
手
に
入
り
や
す
い
こ
と
か
ら
木

綿
栽
培
に
適
し
た
土
壌
を
整
え
や
す

く
、
生
産
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
木
綿
栽
培
が
盛
ん
に
な

る
と
同
時
に
木
綿
の
加
工
業
や
織
物

を
取
引
す
る
商
業
も
起
こ
り
ま
し

た
。
栽
培
さ
れ
た
木
綿
は
、
実
綿
か

ら
種
を
取
り
除
く
綿
繰
と
い
う
工

程
、
繰
綿
を
紡
い
で
糸
に
す
る
工

程
、
紡
い
だ
糸
を
織
物
に
す
る
工
程

な
ど
を
経
て
反
物
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
工
程
は
主
に
女
性
の
副
業
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
元
禄

期
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
３
年
）
以

降
専
業
化
し
て
い
き
、
繰
綿
屋
や
織

屋
な
ど
の
専
門
業
者
が
誕
生
し
ま
し

た
。
和
泉
地
域
で
生
産
さ
れ
た
木

綿
は
、「
白
木
綿
」
と
呼
ば
れ
る
薄

地
の
木
綿
で
あ
る
の
が
特
徴
で
、
厚

地
の
河
内
木
綿
と
は
異
な
り
、
手
拭

い
や
着
物
の
裏
地
に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
和
泉
木
綿
の
生
産
量
は
河
内
木

綿
を
は
る
か
に
凌
い
で
お
り
、
天
明

７
（
１
７
８
７
）
年
に
お
け
る
泉
州

地
域
の
白
木
綿
の
生
産
量
は
50
〜

60
万
反
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
木
綿
の
生
産
や
綿
織

物
業
が
発
展
す
る
一
方
、
商
品
作
物

の
生
産
が
農
業
生
産
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
と
判
断
し
た
岸
和
田
藩
は
、

宝
永
３
（
１
７
０
６
）
年
に
綿
織
物

業
に
対
す
る
規
制
を
か
け
ま
す
。
し

か
し
あ
ま
り
効
果
は
な
く
、
綿
織
物

業
は
更
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
宝

永
６
（
１
７
０
９
）
年
、
和
歌
山
へ

向
か
う
道
中
の
儒
学
者 

伊
藤
東
涯

が
「
堺
か
ら
こ
こ
（
樫
井
）
に
至
る

ま
で
、
沿
岸
部
は
平
ら
な
田
畑
で
あ

り
、
皆
目
み
な
木
綿
で
あ
る
」
と
記

し
て
お
り
、
当
時
の
泉
佐
野
に
お
け

る
木
綿
業
の
繁
栄
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。歴

史
館
い
ず
み
さ
の

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

展
示
改
修
業
務
に
伴
い
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

１
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮

20広報いずみさの 令和3年1月号

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料



文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
パ
ン
づ
く
り
教
室

〜
ベ
ー
コ
ン
と
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ

を
使
っ
た
お
い
し
い
パ
ン
〜

　

や
わ
ら
か
食
感
の
パ
ン
の
中
に
、
の

び
ー
る
チ
ー
ズ
と
ベ
ー
コ
ン
が
入
っ
て

い
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

下
方　

緑
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
袋
、
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
26
日
㈫
ま
で

■
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
体
験
講
座

　

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
の
伝
統
工
芸

品
「
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
」
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
づ
く
型
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
作
品
は

焼
き
上
が
り
後
、
取
り
に
来
て
い
た
だ

き
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
し
ま
す
！

日
時　

１
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
口　

猷
さ
ん
（
ベ
ネ
チ
ア
ン

ガ
ラ
ス
認
定
講
師
）

材
料
費　

①
チ
ェ
ー
ン
付
…
１
，
５
０
０
円

②
革
ひ
も
付
…
２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
除

菌
タ
イ
プ
）

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
22
日
㈮
ま
で

※
材
料
費
納
入
時
に
①
②
の
ど
ち
ら
か

選
択

■
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

　

日
常
使
う
文
字
や
名
前
を
上
手
に
書

く
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

的
場
江
陽
さ
ん

材
料
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込　

１
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
月
18
日
㈭

ま
で

 

ク
ラ
ブ
員
募
集
「
レ
ッ
ツ
キ
ッ
ズ
」

　

親
子
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
そ

う
。
工
作
も
す
る
よ
！

日
時　

第
１
・
３
・
４
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

※
興
味
が
あ
る
人
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

日
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
知
っ
て
お
き
た
い
ス
マ
ホ
の
知
識

　

ス
マ
ホ
の
基
本
機
能
の
操
作
方
法
や

便
利
ア
プ
リ
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
使

い
方
な
ど
。「
興
味
は
あ
る
け
ど
わ
か

ら
な
い
…
」
を
実
際
に
触
っ
て
体
験
し

な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

１
月
25
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

申
込　

１
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
20
日
㈬

ま
で

※
受
講
無
料

■Let's try English

　

日
本
語
も
話
せ
る
カ
ナ
ダ
出
身
の

ジ
ョ
ン
先
生
と
英
会
話
を
楽
し
も
う
！

日
時　

２
月
6
日
〜
３
月
6
日
の
毎
週

土
曜
日 

午
後
２
時
〜
３
時
（
全
５
回
）

対
象　

小
学
１
〜
３
年
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

ジ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
デ
ル
ナ
さ
ん（
北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講

師
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
28
日
㈭
ま
で

■
英
語
に
触
れ
て
み
よ
う

　

カ
ナ
ダ
出
身
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
と

楽
し
く
英
語
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
は
日
本
語
も
堪
能
な
の
で
、
初
心

者
で
も
安
心
で
す
。

日
時　

２
月
５
日
〜
３
月
５
日
の
毎
週

金
曜
日 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
全
５
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

ジ
ョ
ン
・
ヴ
ァ
デ
ル
ナ
さ
ん（
北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講

師
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
28
日
㈭
ま
で

▲①チェーン付
▼②革ひも付
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文
化
・
教
養

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
ほ
め
る
達
人
直
伝
―
ま
ず「
認
め
る
」

と
起
き
て
く
る
変
化
の
実
例

　

あ
な
た
に
は
自
分
自
身
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
？
じ

ん
わ
り
と
中
か
ら
効
い
て
く
る
言
葉
の

チ
カ
ラ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
２
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
下
由
実
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人　

日
本
ほ
め
る
達
人
協
会
認
定
講
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
ア
ロ
マ
で
暮
ら
し
を
華
や
か
に
！

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
作
り
〜

　

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
は
別
名
「
火

を
使
わ
な
い
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
り
と
良
い

香
り
が
し
、
見
た
目
も
美
し
く
、
お
部

屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
最
適
で
す
！
消

臭
・
殺
菌
・
空
気
清
浄
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

日
時　

２
月
17
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（A

EA
J

認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円
（
２
個
分
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
は
さ
み

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

い
ず
れ
も
一
時
保
育
あ
り
（
若
干
名
・

先
着
順
）
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

酵
素
ス
ム
ー
ジ
ー
＆

ト
リ
ュ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
講
座

　

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
「
食
物
酵
素
」

は
「
代
謝
酵
素
」
を
活
性
化
さ
せ
、
基

礎
代
謝
が
上
が
り
、
体
脂
肪
が
減
っ
た

り
便
秘
や
冷
え
性
が
改
善
し
た
り
美
肌

に
つ
な
が
り
ま
す
。
酵
素
ス
ム
ー
ジ
ー

は
効
率
よ
く
「
食
物
酵
素
」
を
摂
取
す

る
の
に
適
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
我
流

で
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
い
た
人

も
、
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
よ
り
ヘ
ル

シ
ー
に
格
上
げ
で
き
ま
す
！
ス
ム
ー

ジ
ー
は
そ
の
場
で
試
飲
。
ト
リ
ュ
フ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
持
ち
帰
り
。

日
時　

２
月
12
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
さ
ん　
（
一
般

社
団
法
人　

酵
素
フ
ー
ド
協
会 

認
定

講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
飲
料

水
、
ト
リ
ュ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
２
〜

３
個
入
る
容
器

申
込　

１
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
４
日
㈭
ま
で

■
子
ど
も
思
春
期 

わ
た
し
思
秋
期

　

思
春
期
の
子
ど
も
を
育
て
る
親
が
子

ど
も
の
態
度
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う

の
は
、
自
分
自
身
の
「
思
秋
期
」
の
心

身
の
変
化
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
を
知
り
、

学
ぶ
こ
と
で
子
ど
も
の
思
春
期
と
自
分

自
身
の
思
秋
期
を
楽
し
く
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
！

日
時　

２
月
19
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
戸
口
光
子
さ
ん
（
助
産
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

主
催　

泉
佐
野
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
輪
車

共
催　

生
涯
学
習
課

申
込　

１
月
14
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
子

ど
も
の
同
伴
可
、

申
込
時
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
紙
バ
ン
ド
で
作
るお

洒
落
な
小
物
入
れ

　

縁
か
が
り
や
リ
ボ
ン
付
け
だ
け
で
も 

と
て
も
お
洒
落
に
仕
上
が
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
散
ら
か
り
や

す
い
小
物
を
入
れ
て
お
く
の
に
便
利
で

す
。
応
用
す
れ
ば
、
色
々
な
収
納
カ
ゴ

や
バ
ッ
グ
が
作
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
27
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

名
倉
明
代
さ
ん　
（craft 

Ａ 

主
宰
）

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

30
㎝
物
差
し
、
洗
濯
ば
さ
み

10
個
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
21
日
㈭
ま
で
。
納
入
時
に
紺

色
と
桃
色
か
ら
選
択

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
知
っ
て
納
得
！

「
台
風
・
豪
雨
か
ら
命
を
守
る
」

〜
災
害
発
生
の
し
く
み
と

気
象
情
報
活
用
方
法
を
学
ぼ
う
〜

日
時　

１
月
28
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

上
田
博
康
さ
ん
・
安
福
英
俊
さ

ん
（
日
本
気
象
予
報
士
会
関
西
支
部
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
会
社
員
・
パ
ー
ト
・
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

さ
ん
の
為
の
確
定
申
告
で
お
得
に
節
税

対
策
を
！

　

令
和
２
年
の
年
末
調
整
か
ら
控
除
額

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
正
し
く
年
末

調
整
は
で
き
ま
し
た
か
？
チ
ェ
ッ
ク
も

含
め
て
節
税
対
策
で
き
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

２
月
13
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
女
性
の
お
金

の
専
門
家
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

１
月
９
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
９
日
㈫
ま
で

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
ト
ロ
ッ
ケ
ン
ゲ
ビ
ン
デ
体
験
講
座

　

ド
イ
ツ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
芸

で
、
乾
燥
し
た
木
の
実
、
花
な
ど
で
自

然
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
キ
ャ
ン
ド

ル
飾
り
を
作
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
、
直

径
15
㎝
高
さ
９
㎝
で
す
。

日
時　

１
月
30
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
森
豊
恵
さ
ん (

ト
ロ
ッ
ケ
ン

ゲ
ビ
ン
デ
１
級
講
師)

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

ク
ラ
フ
ト
用
は
さ
み
、
ラ
ジ

オ
ペ
ン
チ
（
先
の
尖
っ
た
も
の
）、
木

工
用
ボ
ン
ド
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
21

日
㈭
ま
で

■
節
分
に
食
べ
る
恵
方
巻
作
り

　

恵
方
巻
は
節
分
に
食
べ
る
と
縁
起
が

良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
な
巻

き
寿
司
を
自
分
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
２
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

■
季
節
の
発
酵
食
料
理

〜
春
を
待
ち
な
が
ら
真
冬
の
冷
え
た
体

に
、
あ
っ
た
め
味
噌
メ
ニ
ュ
ー
〜

　

じ
っ
く
り
熟
成
発
酵
さ
せ
た
お
味
噌

や
冬
の
根
菜
を
生
か
し
て
あ
っ
た
か
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

熟
成
味
噌
を
使
っ
た
あ
っ

た
か
根
菜
シ
チ
ュ
ー
、
味
噌
だ
れ

デ
ィ
ッ
プ
で
蒸
し
野
菜
の
サ
ラ
ダ
、
ひ

じ
き
と
大
豆
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
（
紅

シ
ョ
ウ
ガ
、
ゴ
マ
を
添
え
て
）
、
に
ん

じ
ん
ラ
ペ
、
青
菜
の
ナ
ム
ル

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
岡
由
夏
さ
ん (

発
酵
料
理
教

室
「
ぽ
こ
あ
ぽ
こ
」
主
宰)

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

１
月
６

日
㈬
以
降
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は

１
月
23
日
㈯
ま

で 長
南
公
民
館☎

４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

申
込　

１
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
24
日
㈰
ま
で

日
根
野
公
民
館☎４

５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
落
語
講
座

〜
私
が
落
語
家
の
道
を

選
ん
だ
理
由
（
わ
け
）
〜

日
時　

２
月
５
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

桂　

雀
喜
さ
ん
（
落
語
家
）、

笑
福
亭
鶴
太
さ
ん
（
落
語
家
）

申
込　

１
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
黒
人
差
別
問
題
か
ら
見
る
ア
メ
リ
カ

社
会
の
本
質
を
知
る

〜
ゴ
ス
ペ
ル
音
楽
に
触
れ
な
が
ら
〜

 

日
時　

１
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

H
anna Bunya

さ
ん
（
ゴ
ス

ペ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
）

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
中
華
の
麺
料
理
」

〜
作
っ
た
餃
子
に
ひ
と
手
間
か
け
て
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

１
月
26
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

汁
ビ
ー
フ
ン
、
揚
げ
餃
子

野
菜
あ
ん
か
け
、
ほ
う
れ
ん
草
の
中
華

風
お
浸
し
、
さ
つ
ま
い
も
の
オ
レ
ン
ジ

煮定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
１
月
19
日
㈫
ま
で

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
コ
コ
ア
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」

　

し
っ
と
り
！
ふ
わ
ふ
わ
！
な
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ほ
か

に
、
も
う
一
品
作
り
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器
（
20
㎝
×
20
㎝
×
20
㎝
く
ら
い

の
高
さ
の
あ
る
も
の
）

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
１
月
25
日
㈪
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

〜
折
り
紙
雛
〜

　

折
り
紙
で
可
愛
ら
し
い
雛
人
形
を
一

緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
22
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
手
芸
用
ボ
ン
ド
、

濡
ら
し
た
手
拭
き
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
１
月
15
日
㈮
ま
で

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史
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文
化
・
教
養

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

③
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

①
③
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
・
資
料

代
含
む
）

②
３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
・
資
料
代

含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3

日
前
ま
で
に
（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り

推
進
機
構
り
ん
く
う
中
央
公
園
（
☎
４

６
９
・
３
３
３
２
）
へ

開
催
日

（
１
月
）

講 
座 
名 

①
16
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
16
日
㈯
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー

③
19
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

■
お
父
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
!!

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

　

親
子
で
楽
し
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー

キ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
14
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

５
組
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん
（
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
組
１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

バ
ン
ダ
ナ
、
マ
ス
ク
、
持
ち
帰
り
用
容

器
（
直
径
15
㎝
の
ケ
ー
キ
が
入
る
大
き

さ
）

■
ロ
ー
マ
字
読
み
で
い
い
ん
で
す
！

今
日
か
ら
あ
な
た
も
ア
メ
リ
カ
ン
！

　

英
語
を
学
び
始
め
た
人
、
発
音
に
自

信
が
な
い
人
な
ど
、
本
場
ア
メ
リ
カ
英

語
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
17
日
㈰
・
31
日
㈰
、
２
月

14 
日
㈰
・
28
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
３
時
30

分
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

※
４
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
が
、
複

数
回
の
参
加
も
可

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
和
明
さ
ん
・
塩
田
カ
レ
ン

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈭

午
前
９
時
30
分
以
降
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
（
☎
４
６
９・７
１

３
０ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
１
）
へ

※
受
講
無
料

申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈭
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

２
月
６
日
㈯
ま
で

※
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
人
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
福
祉

福　

祉

福　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
あ
そ
び
の
広
場 

〜
節
分
ご
っ
こ
〜

日
時　

２
月
５
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で　

※
参
加
無
料

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。　
※
変
更
の
場
合
あ
り

■
子
育
て
講
座

【
学
習
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
整
え

て
就
学
に
備
え
る
か
】

　

就
学
前
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
４
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
あ
い
研
究
所 

所
長
）

【
卒
乳
・
断
乳
・
お
っ
ぱ
い
の
悩
み
】

　
「
卒
乳
・
断
乳
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
」
な
ど
、母
乳
で
の
子
育
て
で
困
っ

て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、
こ
の
機

会
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
９
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

講
師　

北　

美
智
代
さ
ん

　
　
　
　
　
（
き
た
助
産
所 

助
産
師
）

い
ず
れ
も

定
員　

７
組
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
４
日
㈪
以
降
の
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
講

後
、
つ
く
し
ん
ぼ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
だ

き
ま
す
。

日
時　

１
月
14
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ
職
員

申
込　

１
月
12
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

■
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ル
リ
エ
」

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ル
リ
エ
」

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、
障
害
理
解
と

ル
リ
エ
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

時
間
を
作
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
８
日
㈮
、
２
月
12
日
㈮
、

３
月
12
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

施
設
協
力
金　

各
１
０
０
円

場
所
・
問
合
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー 

ル
リ
エ
（
☎
０
５
０
・
１
５
５
９

・
０
５
３
１
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ル
リ
エ
…

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
事

業
で
、
医
療
法
人
清
楓
会
に
運
営
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
日
常
生

活
上
の
相
談
や
就
労
相
談
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
地
域
住
民
と
の

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

７
組
（
先
着
順
）

※
初
め
て
の
人
優
先

申
込　

２
月
２
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で　

※
参
加
無
料

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史
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文
化
・
教
養

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場 

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号 

☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

１
月
10
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎

０
８
０・５
３
１
１・０
０
１
６〔
辻
下
〕）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
４
５
０
円
）
を

提
供
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
講
座

「
お
家
で
出
来
る
水
耕
栽
培
」

〜
毎
日
の
料
理
に
新
鮮
な
野
菜
を
〜

日
時　

１
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜 

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

（
液
体
肥
料
・
栽
培
容
器
代
な
ど
含
む
）

主
催　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
12
日
㈫ 

午
前

９
時
以
降
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
４
・
２
５
６
３
）へ

■
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
経
験
が
あ
る
人
同
士
で
、
日
々

の
思
い
や
不
安
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
介
護
に
役
立
つ
ミ

ニ
講
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
の
情

報
収
集
な
ど
で
お
困
り
の
人
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
22
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

※
途
中
参
加
・
退
席
可

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

基
幹
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６
４
・
２
９

７
７ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）
へ

※
参
加
無
料
。
希
望
者
に
は
飲
み
物
を

１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
活
動
す
る
と
「
さ
の
ぽ
」
ポ
イ
ン

ト
（
最
大
５
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
）
を

受
け
取
れ
ま
す
！

日
時　

１
月
21
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日
㈬
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

９・
２
１
５
５ 

Fax
４
６
２・５
４
０
０
）
へ

■
わ
た
ぼ
う
し
子
育
て
講
座

【
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
】

　

こ
ど
も
に
人
気
の
絵
本
の
数
々
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
中
で
、
お
気
に
入
り
の

１
冊
に
出
会
え
る
か
も
…
。

日
時　

２
月
16
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

講
師　

ル
ピ
ナ
ス
（
お
は
な
し
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）

申
込
開
始
日　

１
月
４
日
㈪

【
人
形
劇

「
３
匹
の
ヤ
ギ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
」】

日
時　

３
月
１
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

講
師　

ひ
ま
わ
り

申
込
開
始
日　

１
月
29
日
㈮

■
愛
の
献
血

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

１
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部
（
泉
佐

野
消
防
署
）

健　

康

健　

康

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
お
な
か
ポ
ッ
コ
リ
を
解
消
し
て
ス
ッ

キ
リ
ボ
デ
ィ
を
め
ざ
そ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

１
月
22
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
初
め
て
の
人
優
先
。
会
場
で
の
血
圧

値
が
最
高
血
圧
値
180
㎜
Hg
ま
た
は
最
低

血
圧
値
100
㎜
Hg
以
上
の
人
は
、
運
動
実

技
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　

15
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

問
合
先　

泉
佐
野
市
献
血
推
進
協
議
会

（
地
域
共
生
推
進
課
内
）

い
ず
れ
も

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

申
込　

申
込
開
始
日
以
降
の
月
・
火
・

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直

接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー 

わ
た
ぼ
う
し
（
☎
・
Fax

４
４
７
・
６
２
２
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。
３
月
１
日
㈪ 

午
前
の
「
い

つ
で
も
お
い
で
」
は
あ
り
ま
せ
ん

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

１
月
５
日
㈫
〜
15
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

２
月
21
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
料
水
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

２
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

※
受
講
無
料 

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園（「
松
風
台
西
」

交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
自
律
心
体
美
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

〜
自
律
神
経
を
整
え
て
快
適
生
活
〜

　

排
泄
機
能
を
高
め
、
自
律
神
経
を
整

え
る
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
で
、
日
々
の
緊

張
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
、
特
に
40
代

50
代
の
更
年
期
を
快
適
に
過
ご
し
た
い

■
人
気
の
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
で

楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

〜
有
酸
素
運
動
で

脂
肪
燃
焼
効
果
も
期
待
！
〜

　
「
楽
し
く
パ
ー
テ
ィ
ー
感
覚
で
踊
る
」

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ダ
ン
ス
系

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
振
り
付
け
が

簡
単
で
誰
に
で
も
始
め
や
す
く
、
か
な

り
の
カ
ロ
リ
ー
消
費
が
期
待
で
き
ま
す
。

開
催
日　

１
月
29
日
㈮

時
間　

●
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

　
　
　

●
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

八
島
利
紗
さ
ん
（
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
上
靴
、

筆
記
用
具

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

１
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

人
に
お
勧
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
含
み
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｒ
ｉ
ｎ
ａ
さ
ん
（
自
律
心
体
療

法
マ
ス
タ
ー
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

※
裸
足
ま
た
は
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
で
手

技
し
ま
す
。

申
込　

１
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

各
種
健
康

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
教
室
終
了
後
に
は
無
料

で
入
浴
も
で
き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で

す
）。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
１
月
21
日
㈭ 

午
後
2
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
6
番
10

号
）・
20
人

●
２
月
４
日
㈭ 

午
後
2
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
1
丁
目
3
番
23
号
）・

20
人

※
各
10
分
前
よ
り
受
付

テ
ー
マ

●
１
月
…
「
野
菜
い
っ
ぱ
い
簡
単
調
理

法
」
健
康
長
寿
食
を
紹
介
し
ま
す
！

●
２
月
…
「
脳
ト
レ
で
若
返
る
！
」
脳

ト
レ
体
操
な
ど
も
実
施
し
ま
す
！

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
男
性
向
け
ヨ
ガ
教
室
（
全
２
回
）

初
め
て
の
メ
ン
ズ
ヨ
ガ

〜
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
る
！
〜

　

身
体
が
硬
く
て
も
大
丈
夫
！
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ

ス
ル
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
テ
ニ
ス
や
ゴ

ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
楽
し

く
続
け
ら
れ
る
よ
う
一
緒
に
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
24
日
㈰
・
31
日
㈰

         

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

男
性

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

講
師　

丸
橋
温
恵
さ
ん
（
日
本
総
合
ヨ

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

ガ
普
及
協
会 

指
導
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先　

１
月
５
日
㈫
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ　

※
受
講
無
料

■
ヤ
ク
ル
ト
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
油
断
大
敵
！
感
染
症
と
食
中
毒
!!
」

　

季
節
ご
と
に
気
を
付
け
る
感
染
症
と

そ
の
予
防
。
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
を

使
っ
て
正
し
い
手
洗
い
方
法
を
学
び
ま

せ
ん
か
？

日
時　

２
月
２
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
広
報
係
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・
北
部
公
民
館
（
☎

４
６
４
・
５
７
２
５ 

Fax
４
６
９
・
２
２

８
４
）
へ
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
１
月
26
日
㈫
ま
で

※
受
講
無
料

■N
ew
! 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
脂
肪
燃
焼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

正
月
太
り
解
消
に
、
と
こ
と
ん
歩
き

ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
25
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
・
運
動
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
６
日
㈬

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

■
健
康
講
座

「
や
っ
て
み
よ
う
！
ロ
コ
ト
レ
体
操
」

　

介
護
予
防
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
観
点
か
ら
日
常
生
活
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
体
力
測
定
も

し
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
谷
拓
矢
さ
ん
（
佐
野
記
念
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

理
学
療

法
士
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
24

日
㈰
ま
で　

※
受
講
無
料

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史
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そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■kajii

の
日
用
品
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

〜
食
器
は
歌
う
〜

　
「
音
楽
と
楽
器
を
も
っ
と
身
近
に
！
」

と
い
う
願
い
か
ら
、
１
０
０
種
類
以
上

の
日
用
品
楽
器
を
創
り
出
し
音
楽
を
奏

で
る 

ク
マ
ー
マ
と
創(

そ
う)

の
ユ
ニ
ッ

ト
「kajii(

カ
ジ
ー)

」
に
よ
る
全
て
手

作
り
の
楽
器
で
お
届
け
す
る
圧
倒
的
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

【
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
な
た
の
お
茶
わ
ん
ド
ん
な
音
？

ち
ょ
っ
と
先
取
り
♪

自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
よ
う
！
」】

日
時　

１
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

②
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
４

歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

親
子
８
組
（
16
人
・
先
着
順
）

講
師　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場

持
ち
物　

陶
器
の
食
器
・
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
な
ど
（
軽
く
叩
い
て
音
を
出
す
た
め

万
が
一
割
れ
て
も
大
丈
夫
な
も
の
）

申
込　

１
月
８
日
㈮
以
降
に
泉
佐
野
お

や
こ
劇
場(

☎
・
Fax
４
１
５
・
０
２
２
２ 

e
メ
ー
ル
：izum

isanooyako@
rinku.zaq.ne.jp)　

※
受
講
無
料

【
②
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時　

２
月
20
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分
（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

出
演　

kajii

さ
ん
（
日
用
品
演
奏
ユ

ニ
ッ
ト
）

チ
ケ
ッ
ト　

４
０
０
円
（
２
歳
〜
中
学

生
３
０
０
円
、
１
歳
以
下
は
無
料
〔
入

場
整
理
券
必
要
〕）

※
１
月
８
日
㈮
以
降
に
レ
イ
ク
ア
ル
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
で
販
売

い
ず
れ
も

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場

共
催
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６

９
・
７
１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
）

■
歴
史
学
講
座
文
化
史
編

「
年
中
行
事
と
祭
祀
」

【
第
２
回

平
安
時
代
の
五
節
供
と
神
事
・
仏
事
】

　

平
安
時
代
に
爆
発
的
に
増
加
す
る
年

中
行
事
。
今
回
は
平
安
貴
族
に
広
ま
っ

た
五
節
供
や
、
大
祓
、
修
二
会
な
ど
の

歳
末
年
始
の
神
事
・
仏
事
を
取
り
上
げ

ま
す
。

日
時　

１
月
27
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
秋
季
特
別
展
関
連
講
演
会

「
中
世
城
郭
か
ら
近
世
城
郭
へ
」

日
時　

１
月
26
日
㈫
・
31
日
㈰ 

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
（
受
付
：
午
後
１
時

〜
）

対
象　

昨
年
11
月
に
受
講
し
て
い
な
い

人定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
村　

歩
（
副
館
長
）

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
１
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
１
月
19
日
㈫
・
26
日

㈫ 

午
後
1
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
１
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

●
着
付
教
室
…
１
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

１
月
16
日
㈯ 

午
前
9
時
〜
11
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

展
示
改
修
業
務
に
伴
い
、
臨
時
休

館
し
ま
す
。

休
館
日　

１
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
ミ
ニ
凧
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

１
月
9
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分
（
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

定
員　

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
タ
オ
ル
筆
で
書
き
初
め
を
し
よ
う
！
】

日
時　

１
月
24
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分 （
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

■
日
本
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
竣

工
記
念 

館
長
講
演
会

「
今
に
生
き
る
中
世
日
根
荘
の
遺
産

〜
史
跡
か
ら
日
本
遺
産
へ
〜
」

日
時　

１
月
30
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

坂
井
秀
弥
（
館
長
）

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
温
水
プ
ー
ル
体
験
教
室

「
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
の
開
催
中
止

　

例
年
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
温
水

プ
ー
ル
体
験
教
室
「
水
中
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

問
合
先　

国
保
年
金
課

定
員　

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了　

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
ア
ロ
マ
イ
ン
テ
リ
ア
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

２
月
６
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分 （
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で　

※
参
加
無
料

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

申
込　

１
月
５
日
㈫
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

１
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

健　

康

福　

祉

そ
の
他

歴　

史
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

採用・募集採用・募集

会計年度任用職員
（フルタイム）

【発達相談員】
採用予定人数　1人
受験資格　発達相談業務の実務経験があり、臨床心
理士、公認心理師の資格を有する人または、学校教
育法による大学（短大を除く）において乳幼児に関
する発達心理学または教育学等専門課程を履修し卒
業した人
※K式発達検査を使った発達相談の経験が必要

【家庭児童相談員】
採用予定人数　3人
受験資格　普通自動車の運転免許を有する次の資格
要件に該当する人
●児童福祉に関する相談業務に2年以上従事した経験
のある人
●児童福祉司、臨床心理士、臨床発達心理士、公認
心理師、社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、看
護師、学校・幼稚園・保育教諭などの資格を有する
人
●大学で児童福祉、社会福祉、児童学、心理学、教
育学もしくは社会学の過程を修めて卒業した人
※パソコン（簡単なワード・エクセルなど）の基本
操作が必要

【養護教諭】
採用予定人数　1人
受験資格　養護教諭免許の資格を持つ人または令和3
年3月末までに取得見込の人

いずれも
試験日　
●一次選考…1月22日㈮までに事前課題（作文）な
どを提出してください。
●二次選考…2月13日㈯
※一次選考合格者のみ
採用予定日　4月1日以降
申込・問合先　1月22日㈮（土・日曜日、祝日除く）
までに人事課へ
※国籍は問いません。詳しくは問い合わせてくださ

大阪障害者職業能力開発校
令和3年4月入校生

　本校は、障害のある人のための訓練施設です。
募集学科　CAD技術、Webデザイン、OAビジネス、
オフィス実践、職域開拓、Jobチャレンジ
申込　府内のハローワークで願書を入手し、1月22
日㈮までの平日午前8時30分～午後5時15分に居住地
を管轄するハローワークへ
問合先　大阪障害者職業能力開発校(☎072-296-
8311 Fax072-296-8313）
※詳しくは問い合わせてください。

自衛官候補生
　所要の教育を経て、3ヵ月後に2等陸・海・空士に
任用。
応募資格　日本国籍を有する18歳以上33歳未満の人
受付期間　年間を通じて行っています。
問合先　自衛隊大阪地方協力本部 岸和田地域事務所
（☎426-0902）
※試験日など詳しくは問い合わせてください。 資料
請求は下記のQRコードで受付番号「324」を入力

い。募集要項はホームページ（http://www.city.iz
umisano.lg.jp/kakuka/somu/jinji/menu/saiyo.
html）からダウンロードもできます。

広　

告

広　

告

◀QRコード

この広告掲載についてのお問い合わせは、株式会社 宣成社（☎06-6222-6888）へこの広告掲載についてのお問い合わせは、合同会社 IM総合企画（☎072-275-5449）へ
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

広　

告

広　

告

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

　　　　　ご加入ください
勤労者福祉共済

　勤労者福祉共済は、市内の中小企業で働くみなさ
んの福利厚生の充実を図るため、近隣の入浴施設や
映画鑑賞の補助など、少額の会費で充実したサービ
スを提供しています。3月19日㈮まで入会金無料と
なっています。この機会に、ぜひご加入ください！
事業内容
●給付…結婚祝、出産祝など
●健康…人間ドックやインフルエンザ予防接種補助など
●福利厚生…映画券・入浴券の割引販売、宿泊施設
の割引、野球観戦券、セレッソ大阪観戦券、東京ディ
ズニーリゾートの割引、USJ入場券購入補助、ホテ
ル食事券割引販売、ボーリング大会開催など
●文化…ビジネスマナー教室、テーブルマナー教室、
ガーデニング教室など
加入できる人
●事業所加入…市内の中小企業の事業主と従業員
（パート・アルバイトを含む）
●個人加入…勤労する市内在住者、市内在勤者（パー
ト・アルバイトを含む）
入会金　500円
会費　800円／月
※原則として、事業主は従業員の会費1/2以上を負担
申込・問合先　
泉佐野市勤労者福祉共済サービスセンター

（まちの活性課内 ☎469-3131）
※詳しくはホームページ（http://izumisano.kinpuku.
zenpuku.or.jp/）をご覧ください。

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）が

サポート！
　「国の教育ローン」は、高校、大学などに入学・在
学する子どものいる家庭を対象とした公的な融資制
度です。
融資額　子ども1人につき350万円以内
金利　年1.68％（令和2年11月2日現在）　
※母子家庭の人などは年1.28％
返済期間　15年以内
※母子家庭の人などは18年以内

府営公園　泉佐野丘陵緑地で
「えんづくりプログラム」募集

　「えんづくりプログラム」とは、泉佐野丘陵緑地（上
之郷にある公園）を舞台に、作品の展示会や演奏会、工
作イベントの企画など、あなたがやってみたいことを
形にするプログラムです。公園の自然を生かした、み
んなが楽しめるイベントを一緒につくりませんか？ 
詳しくはホームページやチラシをご覧のうえ、気軽に
問い合わせてください!!
応募基準
●「景観や環境を大切にする」「地域の活性化につな
がる」など、公園の理念と整合したものであること
●営利目的(必要最低限の材料費負担は可)ではない
こと
●一般参加ができること
●自主的な活動ができること
申込書配布・応募・問合先　申込書に必要事項を記入
のうえ、休館日（毎週月曜日、月曜日が祝日の場合は
次の平日）を除く午前9時30分～午後4時に直接、泉佐
野丘陵緑地パークセンター（☎467-2491）へ
※詳しくはホームページ（http://izumisano-kyury
o.jp/）をご覧ください。申込書はホームページからも
ダウンロードできます。

　　泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（11月受付分）

●10万円…人生道場

寄付（11月受付分）
【図書資料充実のために】
●10万円…国際ソロプチミスト大阪－りんくう

問合先　教育ローンコールセンター（☎0570-0086
56[ナビダイヤル]または☎03-5321-8656）
※ホームページは「国の教育ローン」で検索してく
ださい。

【お詫びと訂正】
　広報いずみさの12月号35ページに掲載した「業
務を行わない日が通常と違う施設など」の表で、1
月4日㈪の表示に誤りがありました。お詫びして下
記のとおり訂正します。
●南部市民交流センター体育分館（誤）○→（正）×
●南部市民交流センター福祉分館（誤）×→（正）○
問合先　人権推進課

広報いずみさの 令和3年1月号29
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さの町場 まちやど実践ワークショップが開催
　　　さの町場に残る遊休不動産を活用して、新たに
ビジネスを始めるための事業プランを策定する「さの
町場 まちやど実践ワークショップ」が11月13日㈮に
開催され、参加者のみなさんによる最終プレゼンテー
ションが11月15日㈰にエブノ泉の森レセプション
ホールで行われました。

経済産業大臣表彰の受賞報告
　　　多年にわたるガスの保安確保への功績から、市
内の泉鋼管工事株式会社さんが令和2年度ガス保安功
労者経済産業大臣表彰を受賞されたことを、11月18
日㈬に市長へ報告に来ていただきました。

図書購入費を寄贈いただきました
　　　11月12日㈭、長年に渡って図書館へのご寄付
をいただいている「国際ソロプチミスト大阪-りんく
う」さんより、今回も図書の購入費として10万円のご
寄付をいただきました。市長からの感謝状の贈呈と、
昨年にいただいた寄付で購入した図書の報告が行われ
ました。

レスリング西日本学生選手権で優勝
　　　本市在住で、大阪体育大学3年生の前薗　渓
さんが、10月30日㈮～11月1日㈰に堺市で行われた
レスリング西日本学生選手権の男子グレコローマン
67kg級で優勝されたことを、11月18日㈬に市長へ報
告に来ていただきました。

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュース

大木でコスモス園が開園されました
　　　10月10日㈯～25日㈰、大木まちづくり協議会
による「日根荘大木の里 コスモス園」が開園され、今
年もたくさんのコスモスが力強く花を咲かせていまし
た。土・日曜日には地元で育てた農作物の販売もあり、
たくさんの人が訪れていました。
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令和ルネッサンス in 佐野町場が開催
　　　11月21日㈯～ 23日㈷、泉佐野ふるさと町家館
において、「第16回 笑顔で令和ルネッサンス in 佐野
町場」が開催されました。また、古民家が残り、迷路
のような町並みのさの町場をガイドさんと歩いて再発
見する「佐野町場再発見散策会」も行われました。

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

リバプールFC 1DAYサッカースクールが開催
　　　11月28日㈯、泉佐野南部公園において、「リバ
プールFC 1DAYサッカースクール in OSAKA 2020」
が開催され、幼稚園年長～小学生の子どもたちが、泉
佐野市出身の南野拓実選手が所属するイングランド・
プレミアリーグのリバプールFCの外国人コーチなど
による直接指導を受けました。

南海泉佐野駅で予約本受取ロッカーを設置
　　　泉佐野駅の切符売り場付近に、図書館の予約本
を受け取れるロッカーを設置しました。図書館で予約
した本が、泉佐野駅の空いている時間であればいつで
もロッカーから受け取れます。みなさんのご利用をお
待ちしています。詳しい利用方法については、ホーム
ページをご覧ください。

スポーツ施設へコロナ対策用品などを寄贈
　　　12月4日㈮、「NPOアスリートの未来を考える
会」さんより、コロナ対策用品としてマスクやサーキュ
レーター、安定型次亜塩素酸ナトリウム水を市のス
ポーツ施設へ寄贈いただき、市長より感謝状を贈呈し
ました。

災害通訳派遣に関する協定締結式
　　　12月1日㈫、外国人旅行者を対象に通訳ガイド
業を展開している泉佐野地域通訳案内士協会と災害協
定を締結しました。この協定は、大規模災害の発生が
予想される場合や発生した直後に、迅速に通訳人を派
遣し、帰宅困難となった外国人観光客への対応などを
行っていただくものです。

長南公民館の駐車場が拡張されました
　　　12月から長南公民館の山側隣地に専用駐車場
が拡張し、駐車できる台数が20台から35台に増えま
した。便利になった長南公民館をぜひご利用ください。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　11月分 約3,279ｔ（前年同月比 -1.04％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
11月末日現在11月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  99,737人○ 市内人口　  99,737人（-（-7171人）人）
○○ 男　　　　  47,814人 男　　　　  47,814人（（--4141人）人）
○○ 女　　　　  51,923人 女　　　　  51,923人（（--3030人人））
○○ 世帯数　　  47,528世帯（ 世帯数　　  47,528世帯（--4141世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【1月の主な放送内容（予定）】
●前半：市長と語る新成人のつどい ほか
●後半：消費生活センター ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

【部門最優秀賞】
手古弘子（俳画・絵手紙）、檜　智恵（書道）、佐々木喜代美（写真）、佐々木康信（立体造形）
【特別賞】
古谷和彦（日本画・洋画・平面作品）、伊藤勝子（俳画・絵手紙）、溝端光夫（写真）、堺　美地子（工芸）
【優秀賞】
●日本画･洋画･平面作品…武藤　薫、寺田美惠子、堀田和道、勝間　均、岩﨑昌人、上遠野　愛、村井智子、
北岡英策、齋藤健二、大和谷優羅、加藤由花、大橋正江
●俳画・絵手紙…和田千代子、馬場郁水、茂野泰子、熊谷茂子、川口寿香、田村　剛
●書道…三井敏子、赤坂悠花、西川直美、藤井梨沙、室谷久美子、角谷鈴扇、中村幸恵、川口裕翠
●写真…成瀨正夫、中川秀雄、中嶋康博、守口芳治、乗岡和加子、辻　正光、山口昌宏、寺岡栄三
●工芸…久馬孝榮、冨田節子、信川かずえ、山本啓子、谷村勝子、貴志幸子
【文化振興財団理事長賞】　角谷豊造（工芸）

▲【市長賞】
三好順子「露地の蕗」
（日本画・洋画・平面作品）

▲【教育委員会教育長賞】
安里　満「青銅釉鉢」（陶芸）

▲【市議会議長賞】 
堺　美地子「木彫匣」（工芸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先　生涯学習課 ☎469-7132
今年度は7部門289点の出品があり、審査の結果、各入賞者が決まりました。（順不同・敬称略）

令和2年度文化祭市民展 入賞者

日本遺産「日根荘」全国中世荘園サミット in大阪
　令和元年度に泉佐野市が申請した「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち－中世
日根荘の風景－」が日本遺産に認定されました。認定記念シンポジウムに引き
続き、今年度は「全国中世荘園サミットin大阪」を開催することとなりました。
　全国各地の中世荘園遺跡、重要文化的景観を所有する自治体関係者と連携
し、これまでの取組やその成果、今後の展望などを紹介していき、観光振興、
まちづくりについても話していきます。
日時　1月23日㈯ 午後1時～
場所　エブノ泉の森 小ホール
内容（予定）
●BS-TBS「日本遺産JAPAN HERITAGE 2020日本遺産
スペシャル」ダイジェスト版放映

●基調講演　海老澤　衷さん（早稲田大学名誉教授）
「東アジアにおける二つの水利システムと和泉国日根荘」
●パネルディスカッション
・各市町村より現在の取組などの事例報告
・ファシリテーターをまじえた各市町村事例報告者参加のパネルディスカッション
定員　100人（先着順）
問合先　文化財保護課（☎447-6766）
※入場無料。申込方法など詳しくはホームページ（https://hinenosho.jp/）をご
覧ください。

▲海老澤　衷さん
（早稲田大学名誉教授）
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